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増田総務大臣から表彰を受けるASPIC河合会長 〔2008年6月〕

（H20.6.2総務省報道資料）
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ASP・SaaSの出現の経緯ASP・SaaSの出現の経緯

①コンピュータを持てなかった時代
大型コンピュ タがサ ビスとして提供されてきた当初は コンピュ タを利用するのに膨大な大型コンピュータがサービスとして提供されてきた当初は、コンピュータを利用するのに膨大な

費用がかかった。コンピュータのための機械室、空調、電源、保守、運用要員等のコスト負担により、
中小企業ではコンピュータを持つことが容易ではなかった。
昭和40年代：電電公社の公衆データ通信サービス（販売在庫管理、科学技術計算サービス）

②誰もがコンピュータを持てる時代
コンピュータのハードウエア、ソフトウエア技術の進歩、ハードウエア価格の低下、メンテナビり

ティの向上等により 中小企業等でも小型コンピ タ オフコン サ バ パソコン等が普及ティの向上等により、中小企業等でも小型コンピュータ、オフコン、サーバ、パソコン等が普及。

③コンピュータを持つ必要がない時代、あるいはコンピュータを持ってはいけない時代
経済社会全体として、ICTへの依存度が高まりシステムは巨大化し、ネットワークがブロードバン経済社会全体として、ICT の依存度が高まりシステムは巨大化し、ネットワ クがブ ド ン

ド（高速でかつ安価）化し、ITシステムが企業の中核、インフラシステムとなるとともに、そのシステ
ムの重要性が増した。一方個人情報情報保護法等を背景としたセキュリティ対策、災害時のバック
アップ、新たな企業活動の展開、IT要員の確保等に伴い、コンピュータ設備（ハード、ソフト）を持つ
ことの負担が増えるに至 た 企業にと てできるだけ固定資産を持たない経営が重要視されことの負担が増えるに至った。企業にとってできるだけ固定資産を持たない経営が重要視され、
これに伴いASP・SaaSが大きく脚光を浴びてきた。

最近のグリーンIT環境への対応でもASP・SaaSが取り上げられるようになってきた。
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ASP・SaaSの実現形態ASP・SaaSの実現形態

ユーザー

ユーザーはソフトを共同利用

サーバーの運用、
保守、アプリケーシ

ンのバ ジ ンア

事業運営
• 空調設備
• 発電機
• 消火装備

施設等設置

サーバー http://www

ブラウザ
その他の

ョンのバージョンア
ップなどはASP事業
者が実施

消火装備
• 故障対策（二重化、負荷分散）
• 災害対策（遠隔バックアップ）
• 物理セキュリティ
• 論理セキュリティ など

グル プウエア CRMなど

ユーザーASP事業者 データセンター

その他の
インターフェース

インタ ネット

グループウエア、CRMなど
のアプリケーション•Webサーバー

•APサーバー
•DBサーバー

http://www
インターネット

その他の通信回線

月ごとに使用料金を支払い

契約の凍結 ブラウザ
その他の

タ

ユーザーが必要とするシステム機能を ネットワークを通じて提供する。ユーザーはブラウザを通

インターフェース
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ユ ザ が必要とするシステム機能を，ネットワ クを通じて提供する。ユ ザ はブラウザを通
じて利用し，使用料金を期間（毎月払い、一括払いなど）に応じて支払う



ASP・SaaSのメリットASP・SaaSのメリット

ICT化を進めるユーザーが抱える課題・問題 左記の解決に役立つASP・SaaSの

ASP・SaaSのメリットASP・SaaSのメリット

ICT化を進めるユ ザ が抱える課題 問題 左記の解決に役立つASP・SaaSの
ユーザーメリット

１．コスト
● ＩＣＴの利用用途や枠組みが

増大

● 無駄なハード、ソフト、ＳＥ人

件費を削減－－主要部分増大
● ＩCＴコストの絶対値も増大 の集中化、共同利用による

２．リテラシー対応
● さらに高度なＩＴ技術が今後

とも増大 ● 専門事業者による高いレベとも増大
● ノウハウ維持の手間が増大

特に中小企業で困難化

専門事業者 高

ルのノウハウで運用

● IDCやセキュリティシステムなどに

３．セキュリティ対応 ● セキュリティを自分で守ることが
困難化

● IDCやセキュリティシステムなどに
よる、災害・停電・ネットセキュリテ
ィ・人的管理に対応する環境での
運用

４．新しいビジネスモデル
による付加価値拡大

● サービスの付加価値向上が重
要経営課題に

● より便利で有効な利用環境の付
加－－情報共有・有機的活用

● 新しいビジネスモデル創出（商品
・サービス・コンテンツの流通
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クラウドコンピューティングが登場した背景クラウドコンピューティングが登場した背景

１．ブロードバンド環境の進展

２ 「場 提供 デル 進展２．「場」の提供モデルの進展

３．仮想化（VM）技術の進展

４ ストレ ジの大容量と低価格化４．ストレージの大容量と低価格化

５．超並列分散処理技術の熟成

６ ASP・SaaSやSOAの進展６．ASP・SaaSやSOAの進展

クラウド ンピ テ ングの分類クラウド ンピ テ ングの分類クラウドコンピューティングの分類クラウドコンピューティングの分類

１．パブリッククラウド１．パブリッククラウド

２．プライベートクラウド

３．ハイブリッドクラウド（１．と２．を組み合わせたクラウド）
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． イブリッドクラウド（ ．と ．を組み合わせたクラウド）



Ⅰ． クラウドASP・SaaSの現状と動向Ⅰ． クラウドASP・SaaSの現状と動向

[１]全体動向

(1) 日本の産業再生の鍵を握るASP・SaaS(1) 日本の産業再生の鍵を握るASP・SaaS

米国発の金融危機は瞬く間に広がり、世界的な大不況に陥ったが、漸く回復の気配が見え始めた。産業の生産性

向上と新市場創出からなる「内需拡大」の鍵を握るのがASP・SaaSである。

(2) ASP S Sの体系とクラウドコンピ テ ングとの関係(2) ASP・SaaSの体系とクラウドコンピューティングとの関係

ASP・SaaS、クラウドコンピューティングの定義、ASP・SaaSの新体系

ASP・SaaSの新体系とクラウドコンピューティングとの関係

(3) ASP・SaaS市場は2015年までに3兆円規模に拡大する

ASP・SaaSの関連市場は今後アプリケーション分野が急成長し、2012年に2兆円規模、2015年に3兆円規模に拡大する見込み

ASP・SaaS関連市場を牽引するのは非製造業であり、全体の約75%を占める。非製造業での利用は2015年には2兆5000億円に
達すると推定達すると推定。

(4) 進化を続けるASP・SaaSのビジネスモデル

ASP・SaaSのビジネスモデルは、4つの方向性をもって進化を続けている。

① ビジネ プ ビ S 領域 開① ビジネスプロセスサービスASP・領域への展開

② アプリケーションサービス領域の多様化・高度化

③ プラットフォームサービス領域への展開

④ 特定顧客特価サ ビス領域への展開
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④ 特定顧客特価サービス領域への展開

[２]利用者動向

(1) 高まるASP・SaaSの普及率

ASP・SaaSの普及率は17.5%、1社当たり平均で6種類近くの個別サービスを活用中。中小企業でも着実に利用が進んできている。

(2) 支援業務や基幹業務等で利用が進むASP・SaaSサービス

支援業務系では「文書管理」や「メール配信やアドレス帳管理」、基幹業務系では「経理・会計処理」、PaaS（HaaS等を除く）では「認
等 利 が証サービス」等の利用が目立つ。

(3) 着実に導入が進む情報サービス業や金融・保険業務等

利用業種では、「情報サービス業」や「金融・保険業」、「情報通信機械器具製造業」や「通信業」、「食料品関連製造業」や「一般・電
気 精密機械器具製造業 「輸送機械器具製造業 「卸売 小売業 等が多い気・精密機械器具製造業」、「輸送機械器具製造業」、「卸売・小売業」等が多い。

(4) 全体の1/3がカスタマイズなしに利用中

利用者の65%程度が何らかのカスタマイズを行い活用中で、全体の1/3がカスタマイズなしに利用。大企業ではカスタマイズの利用
割合が高く 中小企業では カスタマイズを全く行わず利用できるケースが40%強に達している割合が高く、中小企業では、カスタマイズを全く行わず利用できるケースが40%強に達している。

(5) 業務アプリケーションの全分野で継続利用が進行中

利用期間は、業務アプリケーションの全分野で、3年以上の継続利用ケースが25%以上に達している。この背景には、ASP・SaaSサ
ービスを安心して利用できる環境が着実に整いつつあることが感じられる。ビスを安心して利用できる環境が着実に整いつつあることが感じられる。

（続く）
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[２]利用者動向（続き）[２]利用者動向（続き）

(6) 過半数以上の利用者が継続利用と利用拡大を要望

今後の継続的な利用意向も強く、活用範囲を拡大したいとする積極姿勢が基幹業務系や支援業務系では過半数以上
のケ スで見られ ASP S S市場のさらなる拡大が期待され るのケースで見られ、ASP・SaaS市場のさらなる拡大が期待されrる。

(7) かなり高水準なサービス活用頻度

起用者の企業内では、利用対象者の60%以上が活用中で、利用頻度も高いケースが大半を占めている。

(8) 地方公共団体ではフロントオフィス業務での利用が進行中

公共分野のサービスはLGWAN-ASPとインターネットASPに大別される。地方公共団体では、フロントオフィス業務系にお
いて、公共施設の案内・予約や公金決済、電子申請、電子入札等のサービスが多く利用されている。

(9) 中央官庁では電子行政クラウドの整備を検討中

中央官庁においては、「霞が関ｸﾗウド（仮称）」の構築により、バックオフィス連携を推進することが最近打ち出されてい
る。これは、今まで遅れていた中央官庁におけるASP・SaaS利用を牽引する重要な契機となりうる。

(10) 導入前の期待に沿った活用効果の表われ

業務アプリケーション分野では、「導入作業の簡易性」や「初期費用の安価性」、「セキュリティ面の信頼性・安全性」、「運
用業務の利便性」が活用効果として挙げられている。これらはサービス導入前に特に期待していたことに一致している。

(11) 費用対効果の面でASP S Sが注目の選択肢に(11) 費用対効果の面でASP・SaaSが注目の選択肢に

５つのサービス分野全てで、1年当りのトータルコスト（初期費用＋運用費用）の削減効果を実感している利用者が30%
～35%程度に達しており、サービス活用に伴う事業拡大効果を実感している利用者も全体の60%近くを占める。

（続く）
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（続く）

[２]利用者動向（続き）[２]利用者動向（続き）

(12) 利用していないのはASP・SaaS自体の存在を知らないため

利用していない理由の第一は、もともと必要性がないといったケースを除けば、サービス自体の存在をよく知らないこと
向 業（ 体等） 知 活動 強 がにある。この傾向は、特に中小企業（団体等）において顕著で、サービスを知らしめるためのPR活動の強化が必要とさ

れる。

(13) コストや情報セキュリティへの不安は一度利用すれば殆ど解消

導入前の不安として コストや情報セキ リティ 障害対応等があるが それらは導入後にはむしろ満足に変わるケ ス導入前の不安として、コストや情報セキュリティ、障害対応等があるが、それらは導入後にはむしろ満足に変わるケース
が多い。

(14) 利用者が望む今後の解決課題

利用者は 「アプリケーションの使い勝手」や「他システムとの連携」等を今後の解決課題として望んでいる利用者は、「アプリケーションの使い勝手」や「他システムとの連携」等を今後の解決課題として望んでいる。

(15) 有益な情報源として活用が進む情報開示認定制度

情報開示認定制度に対し、全体の60%近くが安心感を抱き、事業者/サービス選択の判断基準として利用している。
利用者の間では、認定制度が有益な情報源として活用されつつある。利用者の間では、認定制度が有益な情報源として活用されつつある。

(16) 利用する際の手順に沿ったポイントの検証が必要

サービスを導入する際に、まずは「導入内容の検討」において、ASP・SaaSサービスの十分な理解や業務への適合性を
正確に判断することが重要となる。確 判断 要 。

(17) 利用者からみたASP・SaaS導入のメリットは５つ

① 安全・信頼性の確保、② コストの直接的削減、③ 迅速かつ自由度の高い経営、

④ 事業 売上 拡大 ⑤ 市場競争条件 改善
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④ 事業・売上の拡大、⑤ 市場競争条件の改善



［３］事業者動向

(1) 国内のASP・SaaS事業者数

ASPICでは、2009年6月現在で国内でASP・SaaSを提供している事業者数は約1,500、提供されているサービスは約
3,000と推定している。

(2) ASP・SaaS事業者による幅広いサービスの提供

ASP・SaaS事業者は、基幹業務系アプリケーション、支援業務系アプリケーションを中心に幅広いサービスを提供してお
り、社会・業界特化系アプリケーションへの展開も進んでいる。

(3) ASP・SaaS事業者の売上高は5,000万円未満又は1億円以上に分化

ASP・SaaS事業者の売上高は、5割が5,000万円未満、約3割が1～5億円、約2割が5億円以上に分布している。
2007年度は売上増の事業者が約7割に達している。

(4) 約８０% ASP S S事業者が既に他社と 連携を実施(4) 約８０%のASP・SaaS事業者が既に他社との連携を実施

約80％のASP・SaaS事業者が既に他社のとの連携を実施し、さらなる強化を志向している。連携の内容はアプリケーシ
ョン間の連携に留まらず、プラットフォームとの連携、販売連携等多岐に渡っている。

(5) 安全 安心なサ ビスの提供はASP SaaS事業者の重要テ マ(5) 安全・安心なサービスの提供はASP・SaaS事業者の重要テーマ

ASP・SaaS事業者は、サービス優位性確保のために、その安全・信頼性の向上を最優先課題のひとつとして認識し、取
り組みを進めてきている。

(6) 営業体制の確立がASP・SaaS事業者の最優先課題(6) 営業体制の確立がASP・SaaS事業者の最優先課題

大企業・中小企業を問わず、ASP・SaaS事業者の抱える事業展開上の社内の最優先課題は、営業体制の確立である。
この課題の克服については、事業者と利用者が「Webとインターネットによる方法が有効」という認識で一致している。

(7) データセンター事業者の課題はグリーン化 パートナー連携
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(7) デ タセンタ 事業者の課題はグリ ン化、パ トナ 連携

データセンター事業者の高付加価値化の主たる方向性は、グリーン化とパートナー連携である。

[４]制度動向[４]制度動向

(1) ASP・SaaSの普及を促す官民による取り組み

ASP・SaaSは内需拡大に大きく貢献できるため、ASP・SaaSの普及促進が国の政策に明確に位置づけられ、国主導によ
るASP・SaaSの提供・利用に係るガイドラインや情報開示指針などの策定・公表 民間主導によるASP・SaaSの表彰 認るASP SaaSの提供 利用に係るガイドラインや情報開示指針などの策定 公表、民間主導によるASP SaaSの表彰、認
定に係る制度の運用が推進されている。

(2) 進む「ASP・SaaS情報開示認定制度」の認知と利用

2008年4月より、財団法人マルチメディア振興センタ－を認定機関とする「ASP・SaaS安全・信頼性に係る情報開示認2008年4月より、財団法人 ルチ ディア振興センタ を認定機関とする ASP SaaS安全 信頼性に係る情報開示認
定制度」がスタートした。認定されたサービスを提供する事業者は、一般的にサービスの安全・信頼性に真摯に取り組んで
おり、高い安全・信頼性が期待できる。

[５]海外動向

(1) 急成長を見せるクラウドコンピューティング市場

クラウドコンピューティングの市場規模は世界全体で約460億ドル（2008年）から1,500億ドル（2013年）に急拡大すると
予想されている。その主役は米国で、大幅な拡大が見込まれている。

(2) 着実に拡大するASP・SaaS市場

ASP・SaaSアプリケーションの市場規模は、世界各地域で着実に拡大している。米国では中小企業への普及率が既に約
30%に達している。欧州では、市場拡大が年平均約30%の伸びで進んでおり、特にSAPのASP・SaaSアプリケーションへ
の置き換え需要の大きいことが特徴である 韓国では 政府の中小企業への普及促進政策を契機として市場が伸び続の置き換え需要の大きいことが特徴である。韓国では、政府の中小企業への普及促進政策を契機として市場が伸び続
けており、利用企業は100万社を超えている。中国の市場規模は40%を超える高い伸び率を維持しており、既に市場規
模は日本と拮抗するに至っている。アジア太平洋地域のシンガポール、オーストラリア、インドにおいてもCRMの利用を中
心に市場が順調に成長している。
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[６]国の動向[６]国の動向

(1) 総務省

① 原口ビジョンⅠ （2009年12月）

② 原口ビジョンⅡ 新たな成長戦略ビジョン（2010年5月）

「原口ビジョンII」は、昨年12月の「原口ビジョン」をリバイスし、我が国の成長に向けた、より具体的な施策を
盛り込んでいるものです。特に、今回のビジョンは、可能な限り具体的な時期と達成すべき目標を数値化して
おります。また、今回のビジョンでは、(1)経済・社会のあらゆる分野におけるICTの徹底利活用の促進、(2)
地域の自給力と創富力を高める地域主権型社会の構築、(3)埋もれている資産の有効活用、等につながる
政策を総動員することにより、持続的な経済成長を実現しようとするものです。

抜粋：「スマートクラウド戦略」の推進により、2015年時点で新たに2兆円のクラウドサービス市場を実現

（出典：総務省HP http://www.soumu.go.jp/menu_kyotsuu/topics/s_topics100506.html）

(2) 内閣府 ICT戦略本部

・ デジタル利活用のための専門調査会（2010.3.26）
抜粋：・クラウドコンピュ ティング等の新技術の導入や規制の撤廃等により 情報通信技術関連の新市場●抜粋：・クラウドコンピューティング等の新技術の導入や規制の撤廃等により、情報通信技術関連の新市場●

兆円を創出する

・データ利活用による新産業創出等により、クラｳﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞサービスを推進

（出典：内閣府HP http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/juuten/dai3/gijisidai.html）

（続く）
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[６]国の動向（続き）
(3) 総務省 スマート・クラウド研究会

・ 総務省 報道発表 意見募集結果（2010 2 10）・ 総務省 報道発表 意見募集結果（2010.2.10）
「スマート・クラウド研究会」における検討の「中間とりまとめ（案）－スマート・クラウド戦略－」に対する

意見の募集

（出典：総務省HP http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/02ryutsu02_000023.html）

(4) 総務省 クラウドコンピューティング時代のデータセンターの活性化策

・ 総務省 報道発表 意見募集（2010.3.31）
「クラウドコンピューティング時代のデータセンター活性化策に関する検討会」において取りまとめられた

報告書案に いて意見の募集報告書案について意見の募集

（出典：総務省HP http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/02kiban02_000038.html）
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クラウドASP・SaaSの全体動向クラウドASP・SaaSの全体動向

１．全体動向

米国発の金融危機は瞬く間に広がり、世界的な大不況に陥った
が、漸く回復の気配が見え始めた。産業の生産性向上と新市場が、漸く回復の気配が見え始めた。産業の生産性向上と新市場
創出からなる「内需拡大」の鍵を握るのがASP・SaaSである。

【 導入効果】【5つの導入効果】

高速経営
申し込んだらすぐ使える、市場の拡大縮小に
応じてサービスの内容と利用量をすぐに変更

機会均等
大企業と対等なIT環境の基で
市場競争機会を獲得できる

事業・業務革新
大きな初期投資をせずに新しい
ビジネスモデルが構築できる応じてサ ビスの内容と利用量をすぐに変更

できる、常に最先端サービスを利用可能 など
市場競争機会を獲得できる ビジネスモデルが構築できる

安全保障の確保
企業活動におけるセキュリティ リスク

費用圧縮
TCO（Total Cost of Ownership）の企業活動におけるセキュリティ、リスク

管理、事業継続性などが強化される
TCO（Total Cost of Ownership）の

圧縮を達成できる

【新市場創出のトリガー効果】 【ASP・SaaS市場自体の拡大】【新市場創出のトリガ 効果】

新しい社会・業界特化サー
ビス領域に新市場を創出

【ASP・SaaS市場自体の拡大】

ASP・SaaS産業それ自体が
成長産業になりつつあるビス領域に新市場を創出

するトリガーとなりうる
成長産業 なり ある
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ASP・SaaSとは・・・定義ASP・SaaSとは・・・定義

１．全体動向

特定及び不特定ユーザが必要とするシステム機能を、ネットワークを通じて提供する
サービス あるいはそうしたサービスを提供するビジネスモデルのことサ ビス、あるいはそうしたサ ビスを提供するビジネスモデルのこと

留意点：ASPと類似の用語として「ユーティリティコンピューティング」「オンデマンドコンピューテ
ィング」「SaaS（Software as a Service）」などが存在するが、ほとんどASPと同一の意味で使用
され る （カ タ イズ性や 公開など 特性 分類する動きがあ たが す に混在化されている。（カスタマイズ性やAPI公開などの特性で分類する動きがあったが、すでに混在化
して区別はできない状況にある） 出所：「ASP・SaaSの普及促進策に関する調査研究」

（H19年4月、総務省、ASPICジャパン）

クラウド・コンピューティングとは・・・定義クラウド・コンピューティングとは・・・定義

クラウド ンピ テ ングはASP S Sの集合体クラウド・コンピューティングはASP・SaaSの集合体

米国のカリフォルニア大学バークレー校「電子工学及びコンピュータサイエンス学部」が、2009年2月に発表した論文の中で

行った、簡潔なクラウド・コンピューティングの定義が世界のIT業界等で注目されている。それによると、「クラウドはデータ行 、簡潔 ラ 定義 界 業界等 目 。そ 、 ラ

センターのハードウェア及びソフトウェアのことである。「クラウド・コンピューティングはSaaS及びユーティリティ・コンピューティ

ングの集合体のことである（原文：Cloud Computing is the sum of SaaS and Utility Computing.）」とされている。

ASPICの定義するASP・SaaSには、ユーティリティ・コンピューティングも含まれている。したがって、上記のカリフォルニア大学

の定義に従えば、「クラウド・コンピューティングとは、ASP・SaaSの集合体のことである」となる。

ASPICではこの解釈の立場をとり、クラウド・コンピューティングとASP・SaaS（集合体）は、同一のものと捉えている。
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１．全体動向

ASP・SaaSの新体系ASP・SaaSの新体系

Ａ．
社会・業界

企業活動や社会活動を支える業種・業界及び社会横断的なアプリケーション

農林・水産･鉱業、建設、製造（注）、ライフライン、交通・物流、卸・小売・飲食店、金融・保険・リース、
不動産、情報通信・メディア、教育・学習、観光・娯楽・宿泊、医療・福祉・保健、環境、防災・治安、行
政 務等 分

ア
プ
リ社会 業界

特化系

企業等のコア・バリュー（中核的価値）に直接関わる業務を遂行するアプリケーションＢ．基幹

（注）食料品、衣服・繊維、化学、鉄鋼・非鉄金属、一般・電気・精密機器、情報通信機器、輸送
用機器、その他

政・公務等の分野リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

Ｃ．支援
業務系

R&D、調達、製造、営業、マーケティング、販売・流通、在庫、アフターサービス、財務、会計、人事・研修、
資産管理、その他

幹
業務系

企業等のコア・バリュー創出を円滑化するためのアプリケーション
文書管理、ワークフロー管理、メール配信やアドレス帳管理、ファイル転送、電話会議・TV会議・Web会議、
ブログ・SNS、情報共有支援(ナレッジマネジメント等を含む）、アフィリエイトプログラム、その他

ン
サ
ー
ビ
ス

Ｅ ネットワーク基盤

Ｄ．システム基盤
サービス

アプリケーションのASP・SaaS化に必要な課金・認証等の付加機能を提供するサービス
検索、認証、決済・課金、セキュリティ、位置情報、タイムスタンプ、メディア、言語変換、統合連携、その他

ネットワークの状態を監視・最適化し 安全な利用を実現可能にするサービス

ブログ SNS、情報共有支援(ナレッジマネジメント等を含む）、アフィリエイトプログラム、その他

狭義の
プラ ト

Ｅ．ネットワ ク基盤
サービス

ネットワークの状態を監視・最適化し、安全な利用を実現可能にするサービス
ネットワーク監視・侵入検知、ネットワーク制御、配信管理、暗号化、その他

プラット
フォーム
（基盤）

Ｆ．開発・実行基盤
サービス

アプリケーション、システム等の開発・実行環境を提供するサービス
OS、ミドルウェア、開発キット、その他

Ｐ
ａ
ａ

ハード基盤
サービス

ASP・SaaSの提供に必要なハードウェア資源をネットワーク経由で提供するサービス
CPU、メモリ、仮想化サーバー、ストレージ、ハードディスク、その他

建物

Ｓ

Ｈ
ａ
ａ

Ｇ．
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建物
（電力、ラックを含む） ａ

Ｓデータセンター
通信ネットワーク機器

＜ サ ビ 体系＞ ＜用語 定義と意味＞

ASP・SaaSの新体系とクラウドコンピューティングとの関係ASP・SaaSの新体系とクラウドコンピューティングとの関係
１．全体動向

アプリケーション
サービス Ａ

Ｓ
Ｐ

特定及び不特定ユーザが必要とするシステ
ム機能を ネ クを通じ 提供する

ＡＳＰ・ＳａａＳの定義

＜ＡＳＰ・ＳａａＳのサービス体系＞ ＜用語の定義と意味＞

システム基盤
サービス

ネ トワ ク基盤

Ｐ
・
Ｓ
ａ
ａ
Ｓ
（
ク

ム機能を、ネットワークを通じて提供する
サービス、あるいは、そうしたサービスを提
供するビジネスモデル

クラウドコンピューティングの意味ネットワーク基盤
サービス Ｐ

ａ
ａ
Ｓ

ク
ラ
ウ
ド
コ
ン

ＡＳＰ・ＳａａＳの集合体

クラウドコンピューティングの意味

開発・実行基盤
サ ビス

システム基盤機能、ネットワーク基盤機能、
ハード基盤
サービス

Ｈ

ピ
ュ
ー
テ
ィ
ン

ＰａａＳの定義

サービスＡＳＰ・
ＳａａＳ

プラット
フォーム シ テ 基盤機能、ネッ ワ ク基盤機能、

開発・実行基盤機能、ハード基盤機能と

ＤＣの複合機能をネット経由で提供するサー
ビス建物

（電力、ラック等を含む）

サ
Ｈ
ａ
ａ
Ｓ

ン
グ
）

ＨａａＳの定義

通信ネットワーク機器

Ｄ
Ｃ ハード基盤機能とＤＣの複合機能をネッ

ト経由で提供するサービス

ＨａａＳの定義

ＡＳＰ・ＳａａＳプラットフォームの定義

Copyright ©2010, ASPIC All rights reserved. 20

ＰａａＳ、ＨａａＳ、ＤＣの総称。

これらによって提供されるサービスを基
盤（プラットフォーム）サービスと呼ぶ。



ASP・SaaS関連市場規模の拡大 （１）ASP・SaaS関連市場規模の拡大 （１）

１．全体動向

ASP・SaaS関連市場は今後アプリケーション分野が急成長し、
2012年に2兆円規模、2015年に3兆円規模に拡大する見込み年 規模、 年 規模 拡 す 見

35,000
約3兆円規模に

拡大

25,000

30,000

円
）

金融保険業
が約2,500億
円を占める

アプリケーション
市場とDC市場
がほぼ拮抗

15,000

20,000

規
模

（
億

円

データセンター

アプリケーション

円を占める がほぼ拮抗

5 000

10,000市
場

3/4は

0

5,000

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015現在は

DC市場 アプリケー
ション市場が
急成長する

年度約１兆
円規模

長
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ASP・SaaS関連市場規模の拡大 （２）ASP・SaaS関連市場規模の拡大 （２）

ASP S S関連市場を牽引するのは非製造業 あり 全体の約

１．全体動向

ASP・SaaS関連市場を牽引するのは非製造業であり、全体の約
75%を占める。非製造業での利用は2015年には2兆5千億円に達
すると推定。すると推定。

35,000

約6%

25,000

30,000

億
円

）

約6%

約76%

15,000

20,000

場
規

模
（
億 公共

非製造業

製造業

5,000

10,000市
場

約18%

0

2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015

年度

約18%

年度
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進化を続けるASP・SaaSのビジネスモデル進化を続けるASP・SaaSのビジネスモデル
１．全体動向

クラウドコンピューティング

ASP・SaaSのビジネスモデルは、以下の４つの方向性 を持って
進化を続けている。

BSP(Business Service Provider)

◆ビジネスプロセスサービス型ASP

ビジネスプロセスサービス型ASP・SaaS

◆BPOサービス融合型モデル

ビジネスプロセスサービス領域への展開

◆ビジネスプロセスサ ビス型ASP

◆ヒューマンウェア融合型ASP

◆専門サービス付加型ASP

サ 融合型 デル

◆専門サービス付加型モデル

◆ヒューマンウエア融合型モデル

アプリケーションサービス領域の多様化・高度化特定顧客特化サービス領域への展開

ASPモデル
原型ASP・SaaSモデル

（標準アプリケーションの提供）

高度アプリケーション型ASP・SaaS特定顧客特化サービス型ASP・SaaS

◆顧客オンサイト型モデル

◆プライベートデータセンター型モデル

◆オーダーメード基幹業務型モデル

◆統合連携型モデル
（アプリケーションスイート型モデル）
（マルチサービス連携型モデル）

◆モバイル型モデル

PSI(Platform Service  Provider)

◆プラットフォームサービス型ASP

プラットフォームサービス型ASP・SaaS

◆IT基盤サービス型モデル

◆オ ダ メ ド基幹業務型モデル

（地方公共団体向け） ◆社会・業界特化系モデル
（支援業務系→基幹業務系

→社会・業界特化系）

◆プラットフォ ムサ ビス型ASP

◆情報データ管理型ASP

◆Webサービス連動型ASP

◆IT基盤サ ビス型モデル

◆ビジネス基盤サービス型モデル

◆情報資産管理型モデル

プラ トフ ムサ ビス領域 の展開

◆クラウドコンピューティング対応型モデル

プラットフォームサービス領域への展開
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高まるASP・SaaSの普及率高まるASP・SaaSの普及率
２．利用者動向

ASP・SaaSの普及率は17.5％、一社当り平均で6種類近くの個別サービスを活用
中。中小企業でも着実に利用が進んできている。

中小企業・大企業のASP・SaaS普及率は17 5%に到達

【全般】

中小企業 大企業のASP SaaS普及率は17.5%に到達

従業員6人以上の企業におけるASP・SaaS普及率は30.4%

利用企業1社当りで見た個別サービスの利用数は平均で5.7

【中小企業】

ASP・SaaSは、支援業務系アプリケーションを中心として中小ASP SaaSは、支援業務系アプリケ ションを中心として中小
企業に浸透してきており、中小企業が大企業と対等なIT環境
の下での市場競争機会を獲得できる環境が整いつつある
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支援業務や基幹業務等で利用が進むASP・SaaSサービス支援業務や基幹業務等で利用が進むASP・SaaSサービス
２．利用者動向

支援業務系では「文書管理」や「メール配信やアドレス帳管理」、基幹業務系では
「経理・会計処理」、PaaS（HaaS等を除く）では「認証サービス」等の利用が目立
つ。

現在利用しているASP・SaaSサービス（複数回答）

（n＝351）

サービス分野 利用率の高いASP・SaaS

サービス名 利用率（％）

（n＝351）

【基幹業務系アプリ
ケーション】

●経理・会計処理

●営業支援

●財務管理

25.9

22.8

22.5

●販売支援・販売管理 18.2

【支援業務系アプリ
ケーション】

●文書管理

●メール配信やアドレス帳管理

40.2

34 8ケ 】 ●メ ル配信やアドレス帳管理

●ファイル転送

34.8

27.9

【PaaS（HaaS等を
除く）】

●認証サービス 20.2
除く）】
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着実に導入が進む情報サービス業や金融・保険業等着実に導入が進む情報サービス業や金融・保険業等
２．利用者動向

利用業種では、「情報サービス業」や「金融・保険業」、「情報通信機械器具製造
業」や「通信業」、「食料品関連製造業」や「一般・電気・精密機械器具製造業」、
「輸送用機械器具製造業」、「卸売・小売業」等が多い。

利用企業（団体等）の業種（利用企業総数に占める割合）利用企業（団体等）の業種（利用企業総数に占める割合）

＜利用企業総数に占める割合＞ ＜各業種における利用比率＞

実数 %

351 100.0

01 食料品関連製造業 9 2.6

02 衣服・繊維関連製造業 3 0.9

03 化学・石油石炭製品関連製造業 2 0.6

04 鉄鋼・非鉄金属関連製造業 9 2.6

05 一般・電気・精密機械器具製造業 19 5.4

06 情報通信機械器具製造業 6 1.7

07 輸送用機械器具製造業 6 1.7

全体(n=351)

2.6

0.9

0.6

2.6

5.4

1.7

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
サンプル数 利用企業数 %

4141 351 8.5

01 食料品関連製造業 56 9 16.1

02 衣服・繊維関連製造業 49 3 6.1

03 化学・石油石炭製品関連製造業 19 2 10.5

04 鉄鋼・非鉄金属関連製造業 62 9 14.5

05 一般・電気・精密機械器具製造業 166 19 11.4

06 情報通信機械器具製造業 22 6 27.3

07 輸送用機械器具製造業 39 6 15.4

全体

16.1

6.1

10.5

14.5

11.4

27.3

15.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

08 その他の製造業 25 7.1

09 農林・水産・鉱業 3 0.9

10 建設業 17 4.8

11 不動産業 13 3.7

12 電気・ガス・熱供給・水道業 5 1.4

13 放送・映像音声情報制作・新聞・出版業 2 0.6

14 通信業 4 1.1

15 情報サービス業 62 17.7

16 運輸業 7 2.0

7.1

0.9

4.8

3.7

1.4

0.6

1.1

17.7

2.0

10 8

08 その他の製造業 233 25 10.7

09 農林・水産・鉱業 44 3 6.8

10 建設業 439 17 3.9

11 不動産業 168 13 7.7

12 電気・ガス・熱供給・水道業 43 5 11.6

13 放送・映像音声情報制作・新聞・出版業 30 2 6.7

14 通信業 18 4 22.2

15 情報サービス業 357 62 17.4

16 運輸業 95 7 7.4

10.7

6.8

3.9

7.7

11.6

6.7

22.2

17.4

7.4

17 卸売・小売業 38 10.8

18 金融・保険業 19 5.4

19 物品賃貸業 2 0.6

20 医療・福祉 10 2.8

21 教育・学習支援業 15 4.3

22 飲食店・宿泊業 7 2.0

23 その他の非製造業 65 18.5

24 経済・文化団体 3 0.9

10.8

5.4

0.6

2.8

4.3

2.0

18.5

0.9

17 卸売・小売業 699 38 5.4

18 金融・保険業 114 19 16.7

19 物品賃貸業 13 2 15.4

20 医療・福祉 207 10 4.8

21 教育・学習支援業 166 15 9.0

22 飲食店・宿泊業 117 7 6.0

23 その他の非製造業 960 65 6.8

24 経済・文化団体 25 3 12.0

5.4

16.7

15.4

4.8

9.0

6.0

6.8

12.0
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全体の1/3がカスタマイズなしに利用中全体の1/3がカスタマイズなしに利用中
２．利用者動向

利用者の65％程度が何らかのカスタマイズを行い活用中で、全体の1/3がカスタ
マイズなしに利用している。大企業ではカスタマイズの利用割合が高く、中小企業
では、カスタマイズを全く行わず利用できるケースが40％強に達している。

ASP・SaaSサービスに関するカスタマイズの利用範囲（複数回答）

＜全体＞
実数 %

351 100.0

01 貴社独自の画面表示形式の設定（画面構成、帳票項目の順番や名称等） 111 31.6

02 部署毎の独自ページの作成 73 20.8

03 新たな貴社独自の処理機能を追加 93 26.5

04 業務フローの独自定義 71 20.2

全体(n=351)

31.6

20.8

26.5

20.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

04 業務フロ の独自定義 71 20.2

05 他のサービスとのデータ連携 49 14.0

06 その他のカスタマイズ 3 0.9

07 カスタマイズは全く行っていない 120 34.2

14.0

0.9

34.2

＜規模別＞

実数 % 実数 %

112 100.0 239 100.0

貴社独自の画面表示形式の設定（画面構成

全体

大企業
（団体等）

中小企業
（団体等）

大企業（団体等）

0% 50% 100%

中小企業（団体等）

0% 50% 100%

01
貴社独自の画面表示形式の設定（画面構成、
帳票項目の順番や名称等）

38 33.9 73 30.5

02 部署毎の独自ページの作成 37 33.0 36 15.1

03 新たな貴社独自の処理機能を追加 49 43.8 44 18.4

04 業務フローの独自定義 32 28.6 39 16.3

05 他のサ ビスとのデ タ連携 19 17 0 30 12 6

33.9

33.0

43.8

28.6

17 0

30.5

15.1

18.4

16.3

12 605 他のサービスとのデータ連携 19 17.0 30 12.6

06 その他のカスタマイズ 0 0.0 3 1.3

07 カスタマイズは全く行っていない 20 17.9 100 41.8

17.0

0.0

17.9

12.6

1.3

41.8
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業務アプリケーションの全分野で継続利用が進行中業務アプリケーションの全分野で継続利用が進行中
２．利用者動向

利用期間は、業務アプリケーションの全分野で、3年以上の継続利用ケースが
25％以上に達している。この背景には、ASP・SaaSサービスを安心して利用でき
る環境が、着実に整いつつあることが感じられる。

ASP・SaaSサービスに関するカスタマイズの利用範囲（複数回答）

【基幹業務系アプリケーション】 【支援業務系アプリケーション】 【業界特化系アプリケーション】

1ヶ月未満7年以上

よく分らない

17

5.9%

1ヶ月未満
7年以上

22

よく分らない

17

6.4%

1ヶ月未満

よく分らない

25

【基幹業務系アプリケ ション】 【支援業務系アプリケ ション】 【業界特化系アプリケ ション】

21

7.3%

7年未満

11

3.8%

26

9.1% 6ヶ月未満

39

13.6%

15

5.6%

7年未満

11

4.1%

22

8.2% 6ヶ月未満

37

13.9%

1ヶ月未満

12

5.6%

7年未満

7年以上

21

9.8%

25

11.7%

6ヶ月未満

34

15.9%

5年未満

41

14.3%
1年未満

48

16.7%

5年未満

35

13.1%
1年未満

51

19.1%

5年未満

25

11.7%

7年未満

8

3.7%
1年未満

32

15.0%

3年未満

84

29.3%

3年未満

79

29.6%

3年未満

57

26.6%

(n=287) (n=267)
(n=214)
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過半数以上の利用者が継続利用と利用拡大を要望過半数以上の利用者が継続利用と利用拡大を要望
２．利用者動向

今後の継続的な利用意向も強く、活用範囲を拡大したいとする積極姿勢が、基幹
業務系や支援業務系では過半数以上のケースで見られ、ASP・SaaS市場の更な
る拡大が期待される。

現在利用しているASP・SaaSサービスに対する
今後の継続的な利用意向

【基幹業務系 プリケ シ 】 【支援業務系 プリケ シ 】

今後も継続

して利用した

い。その利今後も継続

今後も利用

するかは一

度検討した

上で決めた

今後は契約

更新をせず

利用を終了

したい

今後も継続して

利用したい。そ

の利用範囲を

今後も利用す

るかは一度検

討した上で決

めたい

今後は契約更

新をせず利用

を終了したい

8

【基幹業務系アプリケーション】 【支援業務系アプリケーション】

い。その利

用範囲をか

なり拡大した

い

75

27.1%

今後も継続

して利用した

い。ただ、利

用範囲を縮

小したい

6

上で決めた

い

17

6.1%

7

2.5%

の利用範囲を

かなり拡大した

い

56

21.5%

今後も継続して

利用したい。た

だ、利用範囲

を縮小したい

15

5.7%

19

7.3%

3.1%

2.2%

今後も継続

して利用した

い。ただ、利

用範囲は現

在と同じレベ

今後も継続して

利用したい。た

だ、利用範囲在と同じレベ

ルに留めた

い

93

33.6%

今後も継続

して利用した

い。その利

用範囲をや

今後も継続して

利用したい。そ

の利用範囲を

やや拡大した

い

は現在と同じレ

ベルに留めた

い

80

30.7%

(n=277)

用範囲をや

や拡大した

い

79

28.5% (n=261)

83

31.8%
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かなり高水準なサービス活用頻度かなり高水準なサービス活用頻度
２．利用者動向

利用者の企業内では、利用対象者の60％以上が活用中で、利用頻度も高いケー
スが大半を占めている。

現在利用しているASP・SaaSサービスに対する

導入したがほ

現在利用しているASP SaaSサ ビスに対する
今後の継続的な利用意向

【基幹業務系アプリケーション】 【支援業務系アプリケーション】
利用対象者の

内、利用しない

人の方が利用

する人より多

く、余り活用さ

れていない

導入したがほ

とんど活用さ

れていない

14

4.9%

利用対象者の

内 利用する

導入したがほ

とんど活用さ

れていない

13

4.9%

利用対象者の

内、利用しない

人の方が利用

する人より多

く、余り活用さ

れていない
利用対象者の

80％以上が利

用中で、必要

な場合には常

に活用されて

いる

利用対象者の

内、利用する

人と利用しな

い人との割合

がほぼ半々で

ある

24

8.4%

利用対象者の

80％以上が利

用中で、必要

な場合には常

に活用されて

いる

内、利用する

人と利用しな

い人との割合

がほぼ半々で

ある

34

12 7%

れていない

13

4.9%

いる

111

38.7%

ある

37

12.9%

利用対象者の

60％以上が利

用中だが 利

zzzzzzz

いる

100

37.5%

12.7%

利用対象者の

60％以上が利

用中だが、利

用頻度はそれ

ほど高くない用中だが、利

用頻度はそれ

ほど高くない

30

10.5%

利用対象者の

60%以上が利

用中で、利用

頻度も比較的

高い

利用対象者の

60%以上が利

用中で、利用

頻度も比較的

高い

ほど高くない

45

16.9%

(n=287)

71

24.7%

(n=267)

62

23.2%
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地方公共団体ではフロントオフィス業務での利用が進行中地方公共団体ではフロントオフィス業務での利用が進行中
２．利用者動向

公共分野のサービスはLGWAN-ASPとインターネットASPに大別される。地方公
共団体では、フロントオフィス業務系において、公共施設の案内・予約や公金決済、
電子申請、電子入札等のサービスが多く利用されている。

地方公共団体で利用されているASP・SaaSサービス地方公共団体で利用されているASP SaaSサ ビス

業務区分 LGWAN－ASP インターネットASP

【フロントオフィス業務系】 ●「公共施設の案内・予約」

●「公金決済」

●「電子申請」

●「電子入札 等

同左に加え、「情報提供に関す
るサービス」

●「電子入札」 等

【バックオフィス業務系】 利用事例が少ない ●「住民情報」分野

●「財務 会計」 「人事給与」●「財務・会計」、「人事給与」

●「国民保険・年金」分野

●「情報共有」、「文書管理」 等

31Copyright ©2010, ASPIC All rights reserved.

中央官庁では電子行政クラウドの整備を検討中中央官庁では電子行政クラウドの整備を検討中
２．利用者動向

中央官庁においては、「霞ヶ関クラウド（仮称）」の構築により、バックオフィス連携
を推進することが最近打出されている。これは、今まで遅れていた中央官庁におけ
るASP・SaaS利用を牽引する重要な契機となり得る。

総務省のICTビジョン懇談会「中間とりまとめ」
（2009年4月20日）からの抜粋

クラウドコンピ テ ング技術を活用して 関係府省の業務システム

（2009年4月20日）からの抜粋

クラウドコンピューティング技術を活用して、関係府省の業務システム

のハードウェアの統合・集約化や共通機能のプラットフォーム化を図る

「霞ヶ関クラウド」によりバックオフィス連携を図るほか、法人コードの

共通化を推進し 重複する添付書類 削減など民間部門 費用削共通化を推進し、重複する添付書類の削減など民間部門の費用削

減を目指すべきである。

同時に、環境問題に配慮したグリーンデータセンターを複数箇所に同時に、環境問題に配慮したグリ ンデ タセンタ を複数箇所に

設置し、耐災害性を高めることも必要である。
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導入前の期待に沿った活用効果の表われ導入前の期待に沿った活用効果の表われ
２．利用者動向

業務アプリケーション分野では、「導入作業の簡易性」や「初期費用の安価性」、
「セキュリティ面の信頼性・安全性」、「運用業務の利便性」が活用効果として挙げ
られている。これらはサービス導入前に特に期待していたことに一致している。

導入後に実際に得られた効果（複数回答）
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費用対効果の面でASP・SaaSが注目の選択肢に費用対効果の面でASP・SaaSが注目の選択肢に
２．利用者動向

5つのサービス分野全てで、一年当りのトータルコスト（初期費用＋運用費用）の削
減効果を実感している利用者が30％～35％程度に達しており、サービス活用に
伴う事業拡大効果を実感している利用者も全体の60％近くを占める。

導入前に比べた一年当り平均費用額
（初期費用＋運用費用）の変化

ASP・SaaSサービス活用の
事業拡大への寄与

50%以上の減

50％以上の増

加

よく分らない

25

50％以上の増

加

よく分らない

25

【基幹業務系アプリケーション】 【支援業務系アプリケーション】

事業領域や事

業規模、売上

高等が大きく

拡大

46

13.1%

事業拡大や売

その他

5

1.4%

50%以上の減

少

21

7.3%

4

1.4%

8.7%

30～50％未満

の減少

32

30～50％未満

の増加

1

0.3%

50%以上の減

少

24

9.0%

10～30％未満

2

0.7%
30～50％未満

の増加

3

1.1% 30～50％未満

の減少

9.4%

上高の向上等

に直接的には

寄与していな

い

137

39.0%

事業領域や事

業規模、売上

高等がある程

度拡大

98

10～30％未満

の増加

23

8.0%

32

11.1%

10～30％未満

の減少

50

17.4%

の増加

22

8.2%
10～30％未満

の減少

44

16.5%

24

9.0%

27.9%

事業領域や事

業規模、売上

高等がやや拡

大

65

ほぼ変化なし

131

45.6%

ほぼ変化なし

123

46.1%

(n=351)

65

18.5%

(n=287) (n=267)
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利用していないのはASP・SaaS自体の存在を知らないため利用していないのはASP・SaaS自体の存在を知らないため
２．利用者動向

利用していない理由の第一は、元々必要性がないといったケースを除けば、サービ
ス自体の存在をよく知らないことにある。この傾向は、特に中小企業（団体等）に
おいて顕著で、サービスを知らしめるためのPR活動の強化が必要とされる。

現在ASP・SaaSサービスを利用していない理由（複数回答）

＜全体＞
実数 %

2725 100.0

01 サービス自体の存在をよく知らない 1061 38.9

02 サービスを提供する事業者の知名度が低い 83 3.0

03 サービスの存在は知っているが、サービス自体の良さをよく知らない 240 8.8

04 知っているが新たにサービスを導入する予算がない 270 9 9

全体(n=2725)

38.9

3.0

8.8

9.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

04 知っているが新たにサ ビスを導入する予算がない 270 9.9

05 自社（自団体等）に適したサービスが見つからない 341 12.5

06 今のところ既存システムの利用で充分である 1139 41.8

07 サービスに重大な不満点や不安点があり利用したくない 66 2.4

08 その他 41 1.5

9.9

12.5

41.8

2.4

1.5

＜規模別＞

実数 % 実数 %

121 100.0 2604 100.0

大企業
（団体等）

中小企業
（団体等）

全体

大企業（団体等）

0% 50% 100%

中小企業（団体等）

0% 50% 100%

＜規模別＞

01 サービス自体の存在をよく知らない 14 11.6 1047 40.2

02 サービスを提供する事業者の知名度が低い 8 6.6 75 2.9

03 サービスの存在は知っているが、サービス自体の良さをよく知らない 13 10.7 227 8.7

04 知っているが新たにサービスを導入する予算がない 19 15.7 251 9.6

05 自社（自団体等）に適したサービスが見つからない 27 22.3 314 12.1

06 今のところ既存システムの利用で充分である 64 52 9 1075 41 3

11.6

6.6

10.7

15.7

22.3

52 9

40.2

2.9

8.7

9.6

12.1

06 今のところ既存システムの利用で充分である 64 52.9 1075 41.3

07 サービスに重大な不満点や不安点があり利用したくない 5 4.1 61 2.3

08 その他 1 0.8 40 1.5

52.9

4.1

0.8

41.3

2.3

1.5
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コストや情報セキュリティへの不安は一度利用すれば殆ど解消コストや情報セキュリティへの不安は一度利用すれば殆ど解消
２．利用者動向

導入前の不安として、コストや情報セキュリティ、障害対応等があるが、それらは導
入後にはむしろ満足に変わるケースが多い。

未利用者が抱くASP・SaaSサービスに対

実数 %

2725 100.0全体(n=2725) 0% 20% 40% 60% 80% 100%

未利用者が抱くASP・SaaSサービスに対
する不満点や不安点（複数回答）

01 アフターサービスやサポートが不充分である 114 4.2

02 事業者の経営基盤が貧弱で、サービスの継続性に不安がある 150 5.5

03 初期費用や運用費用等のコスト面で不安がある 692 25.4

04 カスタマイズが難しい 297 10.9

05 その他、機能面での使い勝手や品質に不安がある 161 5.9

06 ネットワーク環境に障害が発生すると利用できなくなる 286 10 5

4.2

5.5

25.4

10.9

5.9

10.506 ネットワ ク環境に障害が発生すると利用できなくなる 286 10.5

07 その他、障害対応面で不安がある 135 5.0

08 情報セキュリティ面で危険を感じる 298 10.9

09 サービス事業者の社内体制や社員教育に問題がある 90 3.3

10 その他 63 2.3

11 よく分らない 1442 52.9

5.0

10.9

3.3

2.3

52.9

（単位：％）

基幹業務系 支援業務系 業界特化系 PaaS HaaS等

現在利用しているASP・SaaSサービスへの満足度
（満足を示している利用者の割合）

評価項目 アプリケーション

（n=287）

アプリケーション

（n=267）

アプリケーション

（n=214）

（HaaS等を除く）

（n=149） （n=26）

初期費用の安価性 76.3 80.5 73.8 70.5 73.1

運用費用の安価性 67 6 74 2 70 1 71 1 69 2運用費用の安価性 67.6 74.2 70.1 71.1 69.2

セキュリティ面の信
頼性・安全性

76.7 81.3 78.5 77.9 73.1
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利用者が望む今後の解決課題利用者が望む今後の解決課題
２．利用者動向

利用者は、「アプリケーションの使い勝手」や「他システムとの連携」等を今後の解
決課題として望んでいる。

現在利用しているASP・SaaSサービスに
対する今後の解決課題（複数回答）

【基幹業務 プ 】
実数 %

287 100.0

01 アプリケーションの使い勝手が悪く改善が必要 66 23.0

02 アプリケーションの機能品質が低く改善が必要 49 17.1

全体(n=287)

23.0

17.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

【基幹業務系アプリケーション】

03 他のシステムとの連携が難しく、アプリケーションのオープン化等が必要 61 21.3

04 コストの削減効果について疑問があり解明が必要 59 20.6

05 セキュリティ面でのリスクが大きくそれらの解消が必要 28 9.8

06 災害や障害時におけるサービスの可用性に不明な点が多く、不安の払拭が必要 20 7.0

07 その他 2 0.7

08 継続利用に向けて 特に改善すべき点はない 87 30 3

21.3

20.6

9.8

7.0

0.7

30.3
08 継続利用に向けて、特に改善すべき点はない 87 30.3

実数 %

267 100.0

01 アプリケ ションの使い勝手が悪く改善が必要 47 17 6

全体(n=267) 0% 20% 40% 60% 80% 100%

【支援業務系アプリケーション】

01 アプリケーションの使い勝手が悪く改善が必要 47 17.6

02 アプリケーションの機能品質が低く改善が必要 44 16.5

03 他のシステムとの連携が難しく、アプリケーションのオープン化等が必要 58 21.7

04 コストの削減効果について疑問があり解明が必要 41 15.4

05 セキュリティ面でのリスクが大きくそれらの解消が必要 26 9.7

06 災害や障害時におけるサービスの可用性に不明な点が多く、不安の払拭が必要 26 9.7

17.6

16.5

21.7

15.4

9.7

9.7

1 107 その他 3 1.1

08 継続利用に向けて、特に改善すべき点はない 95 35.6

1.1

35.6
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有益な情報源として活用が進む情報開示認定制度有益な情報源として活用が進む情報開示認定制度
２．利用者動向

情報開示認定制度に対し、全体の60％近くが安心感を抱き事業者/サービス選択
の判断基準として利用している。利用者の間では、認定制度が有益な情報源とし
て活用されつつある。

「ASP・SaaS安全・信頼性に係る情報開示認定制度」に対する考え方

＜全体＞ ＜業種別＞

認定されてい

認定制度自体

を知らない

58

16.5%

認定されてい

るサービスな

らばかなり安

心。事業者/

サービス選択

の際に大きなその他

（単位：％）認定されてい

るサービスで

も不安。事業

者/サービス

選択の際の参

考基準にはし

ない

判断基準にな

る

62

17.7%

1

0.3%

（単位：％）

効果の項目 製造業

（n=79）

非製造業

（n=269）

認定されているサービスならばか
なり安心 事業者/サ ビス選択

16.5 18.2
ない

16

4.6%

認定されてい

るサービスな

らばやや安

なり安心。事業者/サービス選択
の際に大きな判断基準になる

認定されているサービスならば安
心。事業者/サービス選択の際に
1つの参考基準になる

51.9 37.2

らばやや安

心。ただ、事業

者/サービス

選択の際の参

考基準にはし

ない

71

認定されてい

るサービスな

らば安心。事

業者/サービ

ス選択の際に

1つの参考基

合 計 68.4 55.4

(n=351)

71

20.2%

1つの参考基

準になる

143

40.7%
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利用する際の手順に沿ったポイントの検証が必要利用する際の手順に沿ったポイントの検証が必要
２．利用者動向

サービスを導入する際に、まずは「導入内容の検討」において、ASP・SaaSサービ
スの充分な理解や業務への適合性を正確に判断することが重要となる。

ステップ 主な実施内容 主なポイント

「ASP・SaaS安全・信頼性に係る情報開示認定制度」に対する考え方

ステップ 主な実施内容 主なポイント

「導入内容の検討」 導入対象となる業務の特定、導入する
必要性等の評価と適切なASP・SaaS
サービスの選定、社内ネットワークやシ

環境 事前準備等

ASP・SaaSサービスの充分な理解や、業
務への適合性の判断

ステム環境面での事前準備等

「ASP・SaaSサービス
の選定評価と購入」

必要なサービスレベルの判断、サービ
ス仕様やSLAの詳細評価、事業者の
安全・信頼性の評価等

業務に要求されるサービスレベルを認識し、
導入を検討しているASP・SaaSサービス
がそれに見合った内容となっているか、情
報セキュリティ対策が充分であるかを適切
に判断

「ASP・SaaSサービス
の利用」

運用時におけるサービスレベルのモニ
タリングや評価

定期的な報告内容等に基づきサービスレ
ベルの実現度を検証し、実際に行われたタリングや評価 ルの実現度を検証し、実際に行われた
障害対応等についても、そのサポートレベ
ルが妥当であったかを判断

「サービスの見直し」 必要に応じた、サービス利用内容の改
善や変更等

利用するサービスレベルに係る変更点を
洗い出し その変更が経営上の観点から善や変更等 洗い出し、その変更が経営上の観点から
実利を伴うものであるかを判断
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利用者から見たASP・SaaS導入のメリットは５つ利用者から見たASP・SaaS導入のメリットは５つ
２．利用者動向

利用者から見たASP・SaaS導入メリットは、「安全・信頼性の確保」、「コストの直
接的削減」、「迅速かつ自由度の高い経営」、「事業・売上の拡大」、「市場競争条
件の改善」の５つに大きく整理される。

安全・信頼性の

確保

企業活動におけるセキュリティ、リスク管理、持続性などの安全保障の確保が可能にな
る。

⇒実際のASP・SaaS利用者の約80%は、サービスの安全・信頼性に満足確保 実 安

コストの直接的

削減

システムの導入、維持・管理などに係る総費用の圧縮が達成できる。

⇒ASP・SaaS 利用者の約30 ～ 40% が、10 ～50％もしくはそれ以上のコストの直接
的削減効果を実現（システム要員育成コスト 業務効率化の効果を除く）削減 的削減効果を実現（システム要員育成コスト、業務効率化の効果を除く）

迅速かつ自由度
企業の高速経営が可能になり、事業展開の機会費用の圧縮と商機の獲得が容易にな
る。

の高い経営 ⇒高速経営へつながる「導入作業の簡易性」、「初期費用の安価性」および「運用業務
の利便性」がASP・SaaS導入効果の上位を占める

企業の事業革新や業務革新に寄与する。

事業・売上の拡大 ⇒利用者の約60% は、ASP・SaaS 導入による事業領域・規模、売上高等の拡大を
実感。このため、「現状維持または今後利用範囲を拡大したい」としたASP・SaaS利用
者は、基幹業務系や支援業務系アプリケーションで80%以上に及ぶ。

市場競争条件の市場競争条件の

改善

中小企業が、大企業と対等なIT環境のもとでの市場競争機会を獲得できる。
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利用者・未利用者の今後の展開利用者・未利用者の今後の展開

２．利用者動向

未利用者はASP・SaaSを導入できるICT企画力を、利用者は高
度化したサービスを賢く選択して利用するノウハウを育成すること
が求められる

利用者 未利用者

が求められる。

利用者 未利用者

 支援業務系サービスから基幹
業務系サービスや社会・業界特

 新しいサービスやそのサービス実
現形態を含めたASP・SaaS導業務系サ ビスや社会 業界特

化系サービスへと利用が高度
化

 自社業務のサービスレベル要

現形態を含 導
入・活用の検討がICT企画部門
の重要業務となる

 上記を担う人材育成を計画的に 自社業務のサ ビスレベル要
件を十分満足したサービスの
選択が必要

 サ ビス間の統合連携により

 上記を担う人材育成を計画的に
行う必要がある

 サービス間の統合連携により
バリューチェーンを繋いで利用
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国内のASP・SaaS事業者数国内のASP・SaaS事業者数

３．事業者動向

ASPICでは、2009年6月現在で、国内でASP・SaaSを提供してい
る事業者数は約1 500 提供されているサービスは約3 000であるる事業者数は約1,500、提供されているサ ビスは約3,000である
と推定している。
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ASP・SaaS事業者による幅広いサービスの提供ASP・SaaS事業者による幅広いサービスの提供
３．事業者動向

ASP・SaaS事業者は、基幹業務系アプリケーション、支援業務系
アプリケーションを中心に幅広いサービスを提供しており、社会・業
界特化系アプリケ ションへの展開も進んでいる

【主たる提供サービス】 【今後提供したいサービス】

界特化系アプリケーションへの展開も進んでいる。

【主たる提供サ ビス】 【今後提供したいサ ビス】

種別 主たる提供サービス

基幹業務系ア CRM 営業支援 販売支援・

種別 事業者が提供したいサービス（上
位３サービス）

基幹業務系ア
プリケーション

CRM、営業支援、販売支援・

管理、受発注システム、給与
計算

支援業務系ア 文書管理、メール配信・アドレ

基幹業務系ア
プリケーション

・CRM、マーケティング支援（28.8%）

・営業支援（28.8%）

・販売支援・販売管理（19.7%）

援 務 情報共有支援（ ジ ネジ をプリケーション ス帳管理、情報共有支援

社会・業界特化
系アプリケー
ション

情報サービス業、運輸業、卸
売・小売業、飲食店・宿泊業

支援業務系ア
プリケーション

・情報共有支援（ナレッジマネジメントを
含む）（31.8%）

・文書管理（27.3%）

・メール配信やアドレス帳管理（24.2%）
ション

社会・業界特化
系アプリケー
ション

・情報サービス業分野（16.7%）

・卸売・小売業分野（16.2%）

・医療・福祉分野（15.2%）

・地方公務分野（15.2%）
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ASP・SaaS事業者の売上高の現状ASP・SaaS事業者の売上高の現状

ASP S S事業者の売上高は 割が 000万円未満 約3割が1

３．事業者動向

ASP・SaaS事業者の売上高は、5割が5,000万円未満、約3割が1
～5億円、約2割が５億円以上に分布している。2007年度は売上
増の事業者が約７割に達している。増の事業者が約７割に達している。

5億円以上

12

18 2%

1,000万円未

満

17
2007年度

18.2%

3億円～5億

円未満

17

25.8%
売上増加な

し（減少もしく

は増減なし）

21

31 8%売上増加率

1,000万円～

3,000万円未

円未満

5

7.6%

31.8%売上増加率

20％以上

30

45.5%

満

8

12.1%

1億円～3億

円未満

12 売上増加率
3,000万円～

5,000万円未

満

8

12

18.2% 5,000万円～

1億円未満

4

6 1%

売 増 率

0％超～20%

未満

15

22.7%

(n=66)

8

12.1%
6.1%

(n=66)
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約80%のASP・SaaS事業者が既に他社との連携を実施約80%のASP・SaaS事業者が既に他社との連携を実施

３．事業者動向

約 事業者 既 他社 連携を実施約 事業者 既 他社 連携を実施

約80%のASP・SaaS事業者が既に他社との連携を実施し、さらな
る強化を志向している 連携の内容はアプリケ シ ン間の連携る強化を志向している。連携の内容はアプリケーション間の連携
に留まらず、プラットフォームとの連携、販売連携等多岐に渡って
いる。
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安全・安心なサービスの提供はASP・SaaS事業者の重要テーマ安全・安心なサービスの提供はASP・SaaS事業者の重要テーマ
３．事業者動向

ASP S S事業者は サ ビ 優位性確保のために その安全ASP・SaaS事業者は、サービス優位性確保のために、その安全・
信頼性の向上を最優先課題のひとつとして認識し、取り組みを進
めてきている。めてきている。
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営業体制の確立がASP・SaaS事業者の最優先課題営業体制の確立がASP・SaaS事業者の最優先課題

３．事業者動向

営業体制 確 事業者 最優先課題営業体制 確 事業者 最優先課題

大企業・中小企業を問わず、ASP・SaaS事業者の抱える事業展
開上の社内の最優先課題は 営業体制の確立である この課題開上の社内の最優先課題は、営業体制の確立である。この課題
の克服については、事業者と利用者が「Webとインターネットによ
る方法が有効」という認識で一致している。

自社（自団体など）に係る今後の課題（複数回答）
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デ タセンタ 事業者の課題はグリ ン化 パ トナ 連携デ タセンタ 事業者の課題はグリ ン化 パ トナ 連携

３．事業者動向

データセンター事業者の課題はグリーン化、パートナー連携データセンター事業者の課題はグリーン化、パートナー連携

データセンター事業者の高付加価値化の主たる方向性は グリーデ タセンタ 事業者の高付加価値化の主たる方向性は、グリ
ン化とパートナー連携である。

グリーン化
低コスト化、低炭素化の実現が重要な課題

⇒エネルギー効率の改善、グリーン電力の活用

パートナー連携

市場競争の激化に伴い、今後はASP・SaaS事業者とのパートナー連携が
重要な位置付けを占める

⇒PaaS、HaaSなどの他事業者との連携サービスの展開
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４．制度動向

ASP・SaaSの普及を促す官民による取り組みASP・SaaSの普及を促す官民による取り組み

分野
分野共通 地方公共団体 医療・介護 教育

ASP・SaaS関連ガイドライン

対象
分野共通 地方公共団体 医療 介護 教育

ASP

ASP・SaaSの安全・信頼性に係る情
報開示指針 (総務省2007.11) 

情報
ASP・SaaS事業者がASP・

SaaS
事業者

向け

ASP・SaaSにおける情報セキュリ
ティ対策ガイドライン (総務省2008.1) 

データセンターの安全・信頼性に係
る情報開示指針(総務省2009.2) 

ASP SaaS事業者が

医療情報を取り扱う際
の安全管理に関する
ガイドライン
(総務省2009.5) 

校務分野における
ASP・SaaS事業者向
けガイドライン

向け
SaaS向けSLAガイドライン
(経産省2008.1) 

公共ITにおけるアウト

利用者

ソーシングに関するガイ
ドライン (総務省2003.3) 

医療情報システムの
安全管理に関するガ
イドライン第４版
(2009.3)  

学校情報セキュリティ
推奨仕様書第0.6版

地方公共団体ASP・SaaS
活用推進会議 第一次

向け

地方公共団体ASP・SaaS
導入活用ガイドラインの

総合情報化計画の一
環としての校務情報
化に関するガイドライ
ン

活用推進会議 第 次
中間報告(総務省2009.3) （参考）情報システム

全般に関し、厚生労
働省が策定

公表(総務省2010.4)
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ASPIC作成協力

進む 「ASP・SaaS情報開示認定制度」の認知と利用進む 「ASP・SaaS情報開示認定制度」の認知と利用

４．制度動向

ASP・SaaSは内需拡大に大きく貢献できるため、ASP・SaaSの普及促進が国
の政策に明確に位置付けられ、国主導によるASP・SaaSの提供・利用に係るガ
イドラインや情報開示指針などの策定・公表、民間主導によるASP・SaaSの表
彰、認定に係る制度の運用が推進されている。

６９事業者の９４サービスが認定されている （2010/3）

ASP・SaaS情報開示認定制度

認 定 機 関
（財）マルチメディア振興センター

ASP SaaS情報開示認定制度

認定審査委員会
認定

事務局委員： 学識経験者、
民間有識者等

ASPIC
協力

事務の受託

・申請書の必須項目への記載事項

・申請書の選択項目への記載有無

・認定日及び認定の有効期間

認定サービスに
係る事項の公表申請 合格の場合： 認定証

及び認定マークを発行

ASP・SaaSサービス （認定）

ASP S Sサ ビス （認定）

ASP・SaaS利用者

者

50

最適なサービス選択が可
能になる

ASP・SaaSサービス （認定） ASP・SaaS利用者

ASP 事業者ASP・SaaS事業者
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急成長を見せるクラウドコンピューティング市場急成長を見せるクラウドコンピューティング市場

５．海外動向

クラウドコンピューティングは国内外で急成長を見せている。ASP・
SaaSも着実に拡大している。

クラウドコンピューティング ASP・SaaS

 市場規模は全世界で約460億ド
ル（2008年）から1,500億ドル
（2013年）に急拡大

 米国では、中小企業の約30%に
普及

 欧州では、年平均約30%の伸び
 主役は米国

 米国では、ベンチャー企業や中
小企業がパブリッククラウドを積

 韓国では、政府の中小企業への
普及促進政策が効果を現わし、
利用企業が100万社を突破小企業がパブリッククラウドを積

極的に利用し始めている

 オバマ政権は連邦政府内で積
極的に利用する方向

利用企業が100万社を突破
 中国では、年間で40%を超える伸

び。既に市場規模は我が国と拮
抗極的に利用する方向 抗。

 シンガポール、オーストラリア、イン
ドでもCRMを中心に利用が順調
に拡大

51

に拡大
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原口ビジョン Ⅱ原口ビジョン Ⅱ

６．国の動向
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（出典：総務省HP http://www.soumu.go.jp/menu_kyotsuu/topics/s_topics100506.html）



６．国の動向
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（出典：総務省HP http://www.soumu.go.jp/menu_kyotsuu/topics/s_topics100506.html）

内閣府 ICT戦略本部
ディジタル利活用のための専門調査会

内閣府 ICT戦略本部
ディジタル利活用のための専門調査会

６．国の動向

ディジタル利活用のための専門調査会ディジタル利活用のための専門調査会
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（出典：内閣府HP http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/juuten/dai3/gijisidai.html）



６．国の動向
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（出典：内閣府HP http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/juuten/dai3/gijisidai.html）

６．国の動向
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（出典：内閣府HP http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/juuten/dai3/gijisidai.html）



６．国の動向
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（出典：内閣府HP http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/juuten/dai3/gijisidai.html）

総務省 スマート・クラウド研究会総務省 スマート・クラウド研究会
６．国の動向
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（出典：総務省HP http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/02ryutsu02_000023.html）



６．国の動向
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（出典：総務省HP http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/02ryutsu02_000023.html）

総務省 クラウドコンピューティング時代のデータセンター
活性化策に関する検討会

総務省 クラウドコンピューティング時代のデータセンター
活性化策に関する検討会

６．国の動向

活性化策に関する検討会活性化策に関する検討会
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（出典：総務省HP http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/02kiban02_000038.html）



６．国の動向

（出典：総務省HP http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/02kiban02_000038.html）
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Ⅱ． ASPICの果たすべき役割
《５本柱》

Ⅱ． ASPICの果たすべき役割
《５本柱》

NPO法人として11年を迎えるASPICでは、新たに以下の5本柱を掲
げ ASP・SaaSの啓発と普及促進 市場創造にさらに注力していく

《５本柱》《５本柱》

げ、ASP SaaSの啓発と普及促進、市場創造にさらに注力していく
所存である。

１ ２

３４

５
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１．分野別市場拡大研究会の積極的な展開

分野・業種毎の健全な市場形成と市場拡大に向けて、以下の研究会を中心に推進する。

またこれ以外の研究会についても逐次設置し 積極的な展開を図るまたこれ以外の研究会についても逐次設置し、積極的な展開を図る。

ⅰ マーケティング研究会 ⅱ 建設・不動産研究会

ⅲ 医療・福祉研究会 ⅳ 教育研究会

ⅴ ビジネス連携事例研究会 ⅵ 行政・公務研究会（企画中）ⅴ ビジネス連携事例研究会 ⅵ 行政 公務研究会（企画中）

２．ＡＳＰ・ＳａａＳ普及促進の推進（総務省との連携）

「ＡＳＰ・ＳａａＳ普及促進協議会」は分野別市場拡大研究会と連携を図り、ＡＳＰ・ＳａａＳ市場の

拡大に努める。特に具体的な分野・業種に対する普及のための課題、問題点について検討し、拡大 努める。特 具体的な分野 業種 対する普及のための課題、問題点 て検討し、

対策及び提言を行っていく。また地方公共団体でのＡＳＰ・ＳａａＳ活用推進に関する報告書作成と、

普及・促進に向けた取り組みを行う。またユビキタス特区事業において医療プラットフォームの実証

実験を行う。

３．ＡＳＰ・ＳａａＳサービスの安全・信頼性に係る情報開示認定制度の推進

利用者が安心してＡＳＰ・ＳａａＳを利用できるよう

「ＡＳＰ・ＳａａＳサービスの安全・信頼性に係る情報開示認定制度」について、一層の普及を図る。

４．ＡＳＰＩＣ ＡＳＰ・ＳａａＳ データセンター促進協議会の推進

データセンターの普及促進のため2委員会

（①データセンター情報開示委員会、②クラウドコンピューティング・国際戦略委員会）

を設けて検討を進めており、引き続き実施する。

５．会員サービスの推進

アライアンスミーティング、ＡＳＰ・ＳａａＳ・ＩＣＴアウトソーシングアワード、ＡＳＰ・ＳａａＳイノベーション・
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シンポジウム（ＡＳＩＳ）、シーズンミーティング、ウオッチャー情報提供等を通して、ＡＳＰ・ＳａａＳ

ビジネスの拡大、会員ビジネスの拡大を積極的に推進する。

総務省・ASPIC連携施策の全体イメージ（下段はASPIC活動） 09/8/20, ASPIC

総務省
（地域情報

政策室）

ＦＭＭＣ 総務省（情流課）＋ASPIC

ASP・SaaS 普及促進協議会

ＴＣＡ
（総務省：
データ通信課）

総務省
（情報通信

政策課）

スマ ト

地方公共団体
ASP・SaaS

活用推進会議

ASP・SaaS
安全・信頼性

情報開示

ASP・SaaS 普及促進協議会
徳田会長、中島副会長

ＩＣＴ分野
における
エコロジー
ガイドライン

協議会

スマート
クラウド
研究会

技術WG
須藤議長

島田副議長

情報開示
認定制度

主査： 山本 東大准教授
副主査: 佐野 MEDＩＳ専コ

主査： 藤村 鳴門教大准教授
副主査: なし

医療・福祉情報
サービス展開委員会

主査： 木村 東大大学院准教授
副主査： 安井NPO団体ｱｽｺｴ

教育分野サービス
展開委員会

社会サービス
展開委員会

WG 利活用WG

総務省 （事業政策課）

クラウドＣ時代のデータセンター

作業部会
認定

事務局 WGWG WG

クラウドＣ時代のデータセンター
活性化策に関する検討会

WG

データセンター

WG WG

クラウドコンピュー

WG WGＡ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
２
０
１
０

ア
ラ
イ
ア
ン

Ａ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｃ

医療・福祉
研究会

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ
研究会

建設・不動
産研究会

教育
研究会

ビジネス連携
事例研究会

ﾋﾞｼﾞﾈｽｵﾝﾗｲﾝ
ネオレックス

ﾌﾟﾛﾊﾟﾃｨﾃﾞｰﾀﾊﾞﾝｸ

三菱商事
NTTデータ

ｶﾅﾐｯｸﾈｯﾄﾜｰｸ
グレープシティ

野村総研

データセンター
情報開示委員会

中島委員長

ティング・国際戦略
委員会

澤田委員長
コクヨS&T

ｳｲﾝｸﾞｱｰｸ
ﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ

Ｃ
イ
ベ
ン
ト

０
、
季
節
Ｍ
Ｔ
Ｇ
、

ン
ス
Ｍ
Ｔ
Ｇ

Ｃ
ア
ワ
ー
ド2

H20～H20～ H20～ H21～ H21～
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ASPIC  ASP・SaaS
データセンター促進協議会ASPIC 市場拡大研究会

0
1
0ＡＳＰ

白書



１． 分野別にASP・SaaSの市場拡大１． 分野別にASP・SaaSの市場拡大

分野・業種毎の健全な市場形成と市場拡大に向けて、以下の研究会を中心に
推進する。今後、これ以外の研究会についても積極的に展開を図る。

市場拡大研究会は、「ASP・SaaS普及促進協議会」と連携を図り、ASP・SaaS市
場の拡大に努めている。特に、具体的な分野・業種に対する普及のための課題
、問題点について検討し、対策及び提言を行っている。、 題点 検討し、対策及 提言 行 。

（１） マーケティング研究会
ASP・SaaSのビジネスプラン作成方法、ビジネスモデルや営業展開方法の導き方、更には、実
際のビジネスプランの評価などについて、専門家を招いて議論を進める。

（２） 建設・不動産研究会
建設・不動産市場におけるASP・SaaSの有効性や競争力強化手法などについて検討する。
また産官学共同プロジェクトの創出及び業界への共同プロモーションの実施なども検討する。

（３） 医療 福祉研究会（３） 医療・福祉研究会
医療・福祉分野におけるASP・SaaSを活用した新しいサービスやビジネスモデルの構築を図る。

（４） 教育研究会
教育分野 特に学校事務及びeラーニング等におけるASP・SaaSの普及 利用 提供する上で教育分野、特に学校事務及びeラ ニング等におけるASP SaaSの普及、利用、提供する上で
の問題点や課題の整理・分析と具体的対応策を検討する。

（５） ビジネス連携事例研究会
ASP・SaaSビジネスにおけるサービス連携の市場性を検討し、併せて実際のモデル事例により、
連携 有 競争力強化手法 情報 集約 連携 構築
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連携の有効性や競争力強化手法などの情報を集約し、サービス連携モデルの構築を図る。
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２． ASP・SaaSの普及促進２． ASP・SaaSの普及促進

総務省HPより転載
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総務省HPより転載
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２００７年度 ASP・SaaS普及促進協議会 構成

ASP・SaaS 普及促進協議会
会長 ： 徳田 慶應義塾大学教授
副会長 ： 中島 国際大学教授副会長 中島 国際大学教授

アドバイザリーボード

ＡＳＰ連携
委員会

企業ディレクトリ
委員会

国際連携
委員会

安全・信頼性
委員会

●主査：
中島 国際大学グローバル

コミュニケーション

●主査：
阪田 千葉大学教授

●主査：
國領 慶應義塾大学教授

●主査：
土屋 慶應義塾大学准教授
●副主査：

委員会 委員会 委員会委員会

コミュニケ ション
センター 教授

●副主査：
島田 摂南大学教授

ASPサ ビスや事業者の

ASPの相互利用促進のため
のインターフェースの公開、
役割分担の明確化等を
検討

ネットワークを利用する企業
について公開情報を基に
したディレクトリの構築を
検討

●副主査：
津田 ASPICJapan常務理事、

技術部会長

ASPについて先行する日本
のノウ ウを活かしたアジアASPサービスや事業者の

安全・信頼性指針の策定
及び事業者認定制度の
導入を検討

のノウハウを活かしたアジア
等諸外国との連携方策を
検討

ＷＧ１ ＷＧ２ ＷＧ３ ＷＧ４
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２００８年度 ASP・SaaS普及促進協議会 構成

ASP・SaaS 普及促進協議会
会長 ： 徳田 慶應義塾大学教授
副会長 ： 中島 国際大学教授

医療 福祉情報 安全 信頼性社会サ ビス

●主査：
山本 東京大学大学院

医療・福祉情報
サービス展開委員会

●主査：
中島 国際大学 教授

安全・信頼性
委員会

●主査：
國領 慶応義塾大学 教授

社会サービス
展開委員会

山本 東京大学大学院
准教授

●副主査；
佐野(財)医療情報システム

開発センター

中島 国際大学 教授
●副主査：
阪田 千葉大学 教授

データセンターの要件、

國領 慶応義塾大学 教授
●副主査：
安井 ＮＰＯ団体アスコエ 代表

社会サービス分野への 発
医療専門コンサルタント

医療情報を取り扱うASP・SaaS
事業者の安全管理と情報開示に
関するガイドラインの検討

およびASP・SaaS認定制度の
改善方策の検討

ASP・SaaSモデルの展開と課題
の整理

関するガイドラインの検討

ＷＧ ＷＧＷＧ

※教育分野ＷＧ
建設分野ＷＧ

※医療・福祉分野ＷＧ ※データセンターＷＧ
情報開示認定制度ＷＧ
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２００９年度 ASP・SaaS普及促進協議会 構成

ASP・SaaS 普及促進協議会

会 長 徳田 慶應義塾大学教授会 長： 徳田 慶應義塾大学教授
副会長： 中島 国際大学教授
副会長： 國領 慶応義塾大学教授

医療・福祉情報サー
ビス展開委員会

教育分野サービス
展開委員会

社会サービス
展開委員会

主査：

藤村 鳴門教育大学准教授

主査：
山本 東京大学大学院准教授

副主査：
佐野 （財）医療情報システム

ビス展開委員会展開委員会

主査：
木村 東京大学大学院准教授

副主査：
安井 ＮＰＯ団体アス エ代表

展開委員会

校務の効率化に資することを目指
し、
教育分野でのASP・SaaS展開に
向けた課題の整理を、その解決

開発センター主任研究員

昨年度成果の「ASP・SaaS事業者が医療
情報を取り扱う際の安全管理に関するガ
イドライン」を踏まえ、
契約時に事業者が医療機関との間で合意

安井 ＮＰＯ団体アスコエ代表

社会サービスに係る分野横断共通
テーマ（例：環境等）に関わるASP・
SaaSの事例の抽出・整理を行い、
抽出された複数サービスを「バリュー向けた課題の整理を、その解決

の方向性等の検討を行い、
それら検討成果を事業者向けの
ガイドラインとしてまとめる

契約時に事業者が医療機関との間で合意
すべき事項（サービスレベルや責任分界
等）に関する具体的な合意例について、
SLAの雛型としてまとめる

抽 複数 を
チェーン」として連携する（組合せる）
ことにより、今後、ASP・SaaSの普及
が見込まれる適用領域を分野横断
の視点から分析する。

WG WG
WG
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ASP・SaaS普及促進協議会の主要成果ASP・SaaS普及促進協議会の主要成果

年度 委員会 項目 主要成果 効果

安全・信頼性委員会
・ASP・SaaS安全信頼性指針の策定
・事業者認定制度の導入検討

・ASP・SaaSの安全信頼に係る情報開示指針の
策定　【総務省報道発表】
・ASP・SaaSの安全信頼に係る情報開示認定制
度の運用方法の策定

・平成20年度4月認定制度運用開始
　【参考：FMMC認定サイト】

度の運用方法の策定

ASP連携委員会
・ASP相互利用促進のためのインタフェース
の公開、役割分担の明確化等を検討

・ASP・SaaS連携の要件（ガイドライン）作成
　　技術要件：　通信プロトコル、データ連携
　　　　　　　　　　標準項目、事業者間認証
　　運用要件：　SLAの整合、データマッピング、
　　　　　　　　　　連携テストの実施

企業ディレクトリ委員会
・ネットワークを利用する企業について公開
情報をもとにしたディレクトリの構築を検討

・企業メタコード「基本情報」の提案
　　メタコード、名称、所在地、設立年月、
　　電話番号
・メタコード候補の比較整理
　　固定電話番号、TDB企業コード、

TSR企業コ ド 法人登記番号

2007年度
（H19年度）

　TSR企業コード、法人登記番号

国際連携委員会
・ASPについて先行する日本のノウハウを活
かしたアジア等諸外国との連携方策を検討

・連携強化の取り組み案の提案
　－国内外の成功事例紹介の場の提供
　－認定制度の国際相互運用
　－アジア諸国ASP・SaaS市場実態調査

・日本と韓国との相互認定制度の検討
　取り組みについての合意
　【韓国KITRIAとの間で】

社会サービス展開委員会
・社会サービス分野へのASP・SaaSモデル
の展開と課題の整理

・教育分野の課題整理と解決方策の提案
　ーガイドライン策定、モデル事業実施など
・建設分野のバリューチューンによる
　生産性向上への寄与

・厚生労働省による医療情報の外部保存に

医療・福祉情報サービス展
開委員会

・医療情報を取り扱うASP・SaaS事業者の安
全管理と情報開示に関するガイドラインの検
討

・医療情報を取り扱うASP・SaaS事業者の安全管
理と情報開示に関するガイドラインの策定　【総
務省報道発表】

厚生労働省による医療情報の外部保存に
係る規制緩和の実現（H22年2月）
①医療情報システムの安全管理に関するガイド
ライン第４．１版の公表
②「「診療録等の保存を行う場所について」
の一部改正について」の通達改正

2008年度
（H20年度）

Copyright ©2010, ASPIC All rights reserved. 72

安全・信頼性委員会
・データセンターの要件およびASP・SaaS認
定制度の改善方策の検討

・データセンターの安全・信頼性に係る情報開示
指針の策定　【総務省報道発表】

・ASPICデータ促進協議会情報開示委員会
にて”認定制度の運用方法”に関する検討
実施



ＡＳＰＩＣは 「地方公共団体におけるASP S Sサ ビスの利用ガイドラインの作成 に協力

地方公共団体向けASP・SaaSガイドライン作成への協力地方公共団体向けASP・SaaSガイドライン作成への協力

ＡＳＰＩＣは、「地方公共団体におけるASP・SaaSサービスの利用ガイドラインの作成」に協力

地方公共団体におけるＡＳＰ・ＳａａＳ活用推進ガイドラインの構成地方公共団体におけるＡＳＰ・ＳａａＳ活用推進ガイドラインの構成
【報告書の構成】 【記載内容のポイント】

第１部 ASP･SaaSの概要

第１章 ASP･SaaSとは

はじめに 本調査研究について

■従来のシステム開発においては、高額な開発コスト、高度なITリテラシーを有
する人材の不足、ベンダーロックインの悪弊などにより、効率的なシステムの
構築・維持が困難。

■ASP･SaaSの円滑な導入・利用のための課題等を検討。

第２部 フロントオフィス業務に対するASP･SaaSの利用

第２章 ASP･SaaS利用の意義 ■このような状況に対し、ASP･SaaSは情報システムの運用に係る費用削減、
セキュリティ対策の充実、迅速なサービスの利用が可能となるなどの点におい
て大きな効果を発揮。

■ASP SaaSの導入を検討する際は 基本的に業務の態様をサービスに合わせ第２部 フロントオフィス業務に対するASP SaaSの利用

第３章 ASP･SaaS導入から利用までの実施事項

第４章 ASP･SaaSにおけるSLA

第５章 ASP S SにおけるSLM

■ASP･SaaSの導入を検討する際は、基本的に業務の態様をサービスに合わせ
ていくことが重要。カスタマイズを行う場合は導入コストの増加やバージョン
アップのたびに追加改修が発生することに留意が必要。

■ASP･SaaSに求めるサービス品質を検討する際は、過剰な品質を要求すると
利用料金が上昇することを考慮し、実際に必要となる要求水準を適切に把握す

が第５章 ASP･SaaSにおけるSLM

第３部 ASP･SaaSにおける契約について

第６章 ASP･SaaSにおける契約の進めかたについて

ることが重要。

■ASP･SaaSの導入に向けて①予算化、②調達、③契約を行う際は、従来のシ
ステム開発とは考え方が異なる事項について特に留意が必要。

【主な相違点】
・予算科目 ・契約形態 ・データセンターへの現地調査 ・仕様変更

参考資料

付録１ 地方公共団体の業務別に利用可能なASP･SaaS

第７章 ASP･SaaSにおける契約書（サンプル）
・予算科目 ・契約形態 ・データセンターへの現地調査 ・仕様変更
・サービスの廃止 ・知的財産権の帰属先 ・契約書の内容 など

■地方公共団体において、ASP･SaaSは総務企画分野や市民生活分野をはじめ、
様々な分野に対して提供されているが、住民情報を取り扱うサービスは
LGWAN-ASPで提供されているケースが多い。

■地方公共団体間でASP S Sの共同利用を行う場合は 協議会や幹事団体を
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付録２ ASP･SaaSの利用事例紹介

■地方公共団体間でASP･SaaSの共同利用を行う場合は、協議会や幹事団体を
中心とした参加団体のコンセンサスが重要。単独で利用する場合は電算主管課
と業務主管課の連携を通じたマネジメントが重要。

出典： 総務省地域力創造グループ 地域情報政策室長 高地圭輔氏 講演資料（２０１０年４月２２日）

＜実証実験の概要等＞

ユビキタス特区事業ユビキタス特区事業

＜実証実験の概要等＞
本実証実験では、地域における医療プラットフォーム（PF）を試験的に構築・運用することで、

「ASP・SaaSの連携サービスモデル」や「PF運用に係る安全管理フレームワーク」、

「PF等のサ ビスレベルやデ タセンタ 利用に関するニ ズ 等を検証 評価する

ASP・SaaS事業者 ASP・SaaS事業者 ASP・SaaS事業者

ASP・SaaS ASP・SaaS ASP・SaaS

②サービス事業者の
新規参入の促進

サービス提供の立上り

「PF等のサービスレベルやデータセンター利用に関するニーズ」等を検証・評価する。

A社 B社 C社

ASP・SaaS ASP・SaaS ASP・SaaS

参
入

地域における医療業務支援サービスの
構築と連携を促進する場の提供

により、地域事業者等
の新規参入が活発化

診察/電子カルテ

病院事務/レセプト発行

臨床検査/画像情報
ASP・SaaS

情報連携

地域医療連携ネットワーク
システム協議会

¥

基
盤 データ連携

シングルサインオン・サービス課金

共通基盤OneStopポータル

ASP SaaS

事務局員

¥
① 地域医療連携の促進

セキュアネットワーク
（オンデマンドＶPN）

オンデマンド
アダプタ オンデマンド

ダプタ

オンデマンド
アダプタ

① 地域医療連携の促進
→病院・病院間での連携
→病院・診療所間での連携
→離島との連携

中小規模病院 診療所 検査センター

アダプタ
アダプタ

アダプタ

医師 事務員 検査技師

医療連携医療連携
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３． ASP・SaaSサービスの安全・信頼性に係る
情報開示認定制度の推進

３． ASP・SaaSサービスの安全・信頼性に係る
情報開示認定制度の推進

利用者が安心してASP・SaaSを利用できるよう「ASP・SaaSサービスの安全・信頼性に
係る情報開示認定制度」について、一層の普及を図る。

情報開示認定制度の推進情報開示認定制度の推進

ASP・SaaSサービスのうち 安全・信頼性に係る情報をユーザに適切に開示しているものに関する

ASP・SaaS安全・信頼性認定制度ASP・SaaS安全・信頼性認定制度

ASP SaaSサ ビスのうち、安全 信頼性に係る情報をユ ザに適切に開示しているものに関する

認定の制度の導入が求められている

認定制度の基本的考え方は、

①ASP・SaaSのユーザの視点に立った制度であること

②発展期にあるASP S S市場の拡大を促進する制度であること②発展期にあるASP・SaaS市場の拡大を促進する制度であること

【審査の実施体制】

・認定の審査は、認定機関が行う。

・審査にあたっては、認定機関内に設置する学識経験者及び民間有識者等により

構成される「認定審査委員会」を開催し、あらかじめ意見を聞くことができる。

認定審査委員会は、認定機関からの要請を受けて、認定審査プロセスにおける専門的

及び技術的事項に関する検討・判断を行う及び技術的事項に関する検討・判断を行う。

【審査の対象項目】

審査の対象項目は、「ASP・SaaSの安全・信頼性に係る情報開示指針」に示される項目

①ASP S S事業者の安全 信頼性に関する情報開示項目①ASP・SaaS事業者の安全・信頼性に関する情報開示項目

②ASP・SaaSサービスの安全・信頼性に関する情報開示項目
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ASP・SaaS安全・信頼性に係る情報開示認定制度の全体像ASP・SaaS安全・信頼性に係る情報開示認定制度の全体像

（財）マルチメディア振興センターが認定機関となり、またＡＳＰＩＣがそれに
協力する形で、ASP・SaaSサービスを対象とした新しい認定制度が、
2008年4月1日にスタ トした2008年4月1日にスタートした。
なお、認定制度に係る事務は、 ASPICが受託し運用している。

認 定 機 関
（財）マルチメディア振興センター

認定審査委員会

（ ） 振興（財） チ デ ア振興 タ

認定

事務局

ASPIC

申請

協力

事務の受託
委員：学識経験者、

民間有識者等

ASP S Sサ ビスASP・SaaSサービス ASP S S利用ASP・SaaS利用

・申請書の必須項目への記載事項

・申請書の選択項目への記載有無

・認定日及び認定の有効期間

認定サービスに
係る事項の公表

申請
合格の場合： 認定証
及び認定マークを発行

（認定）
ASP・SaaSサ ビス

（認定）

ASP・SaaS事

最適なサービス選
択が

ASP S Sサ ビス
（認定）

ASP・SaaSサービス
（認定）

者
ASP SaaS利用

者
ASP S S利用

者
ASP・SaaS利用

者
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業者
ASP SaaS事

業者 可能になる



ASP・SaaS安全・信頼性に係る情報開示
定 ビ ビ 種 類

ASP・SaaS安全・信頼性に係る情報開示
定 ビ ビ 種 類認定サービスについてのサービス種別分類認定サービスについてのサービス種別分類

2008年4月から認定を開始し、2010年3月までで94サービス（69社）が認定された（累積）

サービス種別の分類
（「ASP・SaaSソリューションガイド2008/2009」（ＡＳＰＩＣ編）の14分類）

アプリケーション・サービス

認定サービス
合

そ
の
他
（
基

社
会

基幹業務系 支援業務系

ＳＣ

生
産Ｗ

社
内
・認定サ ビス

計
基
盤
サ
ー
ビ
ス

会
・
業
界
特
化

財
務
・
会
計

人
事
・
給
与

教
育

Ｓ
Ｆ
Ａ
・営
業
支

Ｃ
Ｒ
Ｍ
・
顧
客
管

産
・販
売
・
仕
入

Ｅ
Ｃ
関
連

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
構

グ
ル
ー
プ
間

メ
ー
ル
配
信

セ
キ
ュ
リ
テ

Ｓ
Ｎ
Ｓ
・ブ
ロス

）
系計与支

援
管
理

入
・
物
流

連
構
築

情
報
共
有

信テ
ィ

ロ
グ

「サービス種別の分類」の合計 21 6 6 7 2 11 12 3 4 11 11 5 1 17 117

「サービス種別の分類」の合計サ ビス種別の分類」の合計
（一部関連があるものを含む） 21 9 8 8 4 19 12 3 4 12 14 9 2 17 142

77Copyright ©2010, ASPIC All rights reserved.

４． ASP・SaaS データセンター促進協議会の推進４． ASP・SaaS データセンター促進協議会の推進
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デ タセンタ 利用促進にかかる施策

参考資料（「ASP・SaaS データセンター促進協議会総会」総務省阪本審議官講演資料H21.5.20）

データセンター利用促進にかかる施策

クラウドコンピューティング時代のデータセンター活性化策に関する検討会クラウドコンピュ ティング時代のデ タセンタ 活性化策に関する検討会
・日本がアジアひいては世界の情報発信拠点となるための、全体ビジョンの検討全体ビジョンの検討

ビジョンの提示

ASP・SaaS データセンター促進協議会

制度問題等について
提言

地域発情報発信拠点（地域ＩＸ・ｉＤＣ）の整備
方策の提示

Ｈ２０ＦＹ第二次補正予算（１８億）
Ｈ２１ＦＹ補正予算（９億）

・ビジョンの具体化ビジョンの具体化にかかる検討
・データセンター連携にかかる
技術的方策検討技術的方策検討

地域発情報発信拠点（地域ＩＸ・ｉＤＣ）の整備
・データセンタービジネスモデルの開拓・実証ビジネスモデルの開拓・実証

・データセンター連携手法の実証実証課題の提示

世界で最も速く 最も安定したネ トワ クにより 全国のデ タセンタ を連携世界で最も速く、最も安定したネットワークにより、全国のデータセンターを連携
世界最高の情報発信基盤（ジャパン・クラウドネットワーク）を実現

我が国 プレゼ ス向上を図るだけでなく 通信事業者やデ タセ タ 国際競争力強化に伴う収益増我が国のプレゼンス向上を図るだけでなく、通信事業者やデータセンターの国際競争力強化に伴う収益増、
インターネット上のサービス発展に伴う新産業創出や国民の利便拡大を実現
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実施体制

ASP・SaaS データセンター促進協議会

会長 ： 村井 純 慶応義塾大学 環境情報学部 教授

副会長 ： 中島 洋 国際大学グローバルコミュニケーションセンター 教授

㈱ＭＭ総研 代表取締役 所長

副会長 ： 海野 忍 エヌ・ティ･ティ・コミュニケーションズ㈱ 代表取締役 副社長副会長 海野 忍 ヌ ティ ティ ミ ケ シ ン ㈱ 代表取締役 副社長

参加企業 ６０社

データセンター情報開示委員会 クラウドコンピューティング
・国際戦略委員会

委員長：中島 洋 副会長
委員長：澤田 純

エヌ・ティ･ティ・コミュニケーションズ㈱
取締役経営企画部長

参加企業 ３７社

取締役経営企画部長

参加企業 ４９社

ＷＧ ＷＧ
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ASP・SaaS データセンター促進協議会の主要成果ASP・SaaS データセンター促進協議会の主要成果

年度 委員会 項目 主要成果

データセンターの安全性・信頼性に係る
情報開示認定制度の検討

データセンター認定制度について、取りまとめを行った。

データセンターの環境対応指針づくりに向けた論点を整理し 以下の内容の報告書（中間）を作成した

データセンターのCO2削減等の環境対
応指針の論点についての検討

データセンターの環境対応指針づくりに向けた論点を整理し、以下の内容の報告書（中間）を作成した。
1.調査検討の目的
2.データセンター事業者の事業形態/提供サービスの多様性について
3.エコロジー化されたデータセンターへの利用者ニーズについて
4.データセンター事業者が取りうるエコロジー対策について
5.エコロジー対策の情報開示と評価・認定に係る国内外の動向
6 データセンターの環境対応指針づくりに向けた論点整理

データセンター情
報開示委員会

6.データセンターの環境対応指針づくりに向けた論点整理

データセンター利用ガイドづくりの論点
について検討

データセンター利用ガイドの論点を整理し、第0版を作成した。

WG1：データ安全保障の観点からの利 エンドユーザが外部に情報を預ける際の不安要素の払拭に際しては、各事業者がそれぞれの状況にデ タ安 保障 観点 ら 利
用促進策の検討

ン ザ 外部 情報を預ける際 不安要素 払拭 際 、各事業者 それぞれ 状況
応じた対応策を実施し、解決している。検討結果を対応事例集としてまとめた。

PaaS利用者とPaaS事業者（提供者）間におけるギャップ分析結果に基づき、それぞれ取り組むべき事
項についてまとめた。
(1)サービス仕様に関連する内容

2009年度
（H21年度）

WG2：データセンター（PaaSを含む）の
利用促進策の検討

・閉域網を活用した安全で効率的なｸﾗウド型サービスが必要である。
(2)主にサービスの情報収集、情報開示に関連する内容
・PaaS利用者が各社のサービスが比較可能なように、標準的なPaaSサービスの一覧表にまとめた。
　PaaS利用者は、このメニュー一覧を参考に、サービス比較を行い、最適なサービスを選択できる。
・PaaS事業者はSLAの積極的な情報発信が必要。海外でもSLAは積極的に発信されているため、海外
の事例を参考に各事業者が主体的に対応する。

クラウドコンピュー
ティング・国際戦
略委員会

(3)主にコストに関連する内容
・各地方公共団体等の優遇／誘致施策に関する情報の収集や優遇税制の要望によりコスト競争力の
向上を図る。また各地方公共団体の誘致施策をWEBで紹介する。

WG3：国際競争力強化施策の検討
それぞれの課題に対して、解決策の方向性を提示した。
当委員会において来年度も継続検討する
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当委員会において来年度も継続検討する。

５． ASPIC会員向けサービス５． ASPIC会員向けサービス

（１） アライアンスミーティング

（２） ASP・SaaS・ＩＣＴアウトソーシングアワード

（３） ASP・SaaSイノベーション・シンポジウム（ＡＳＩＳ）（３） ASP SaaSイノベ ション シンポジウム（ＡＳＩＳ）

（４） 総会、シーズンミーティング、特別ミーティング・・等

（５） 情報提供 等（５） 情報提供・・・等

を通して ASP・SaaSビジネスの拡大 会員ビジネスのを通して、ASP・SaaSビジネスの拡大、会員ビジネスの

拡大を積極的に推進する。
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アライアンスミーティングアライアンスミーティング

【活動理由】
会員のビジネスチャンス拡大を図る。

【活動内容】
特定市場分野を設定し その市場に参入したいＡＳＰベンダ特定市場分野を設定し、その市場に参入したいＡＳＰベンダー
が集まって、討議やアライアンスを展開する会合を実施する。

【活動成果】

会員、及び会員候補企業を集めて開催会員、及び会員候補企業を集めて開催

・第５回会合：２００８年１１月１８日開催 出席：３５社６０人（会員２７社・非会員 ８社）

・第６回会合：２００９年 ４月２１日開催 出席：２２社４６人（会員のみ）

第７回会合 ２００９年 ９月１５日開催 出席 ２８社５１名（会員１９社 非会員 ９社）・第７回会合：２００９年 ９月１５日開催 出席：２８社５１名（会員１９社・非会員 ９社）
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ASP・SaaS・ICTアウトソーシングアワード2010ASP・SaaS・ICTアウトソーシングアワード2010

ＡＳＰ・ＳａａＳ部門記念撮影ＡＳＰ・ＳａａＳ部門記念撮影

(写真中央から) 総務省 政策統括官 原正之 様
(右) 大臣官房審議官 武井俊幸 様
(右) 情報流通行政局 情報流通振興課 課長 安藤英作 様
ご臨席
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ASP・SaaSイノベーションシンポジウム2009ASP・SaaSイノベーションシンポジウム2009

逆境を生き残るためのクラウドコンピューティング

～今こそ「所有」から「利用」のＡＳＰ・ＳａａＳ～

２００９年７月３日（金）開催

日経ホール/日経カンファレンス・ルーム

http://www.aspicjapan.org/asis2009/

主催：ＡＳＰＩＣ 日本経済新聞社

＜基調講演：慶応大学 徳田英幸＞＜基調講演：慶応大学 徳田英幸＞

後援

総務省、（特非）ITコーディネータ協会、東京商工会議所、

（社）千葉県商工会議所連合会 （社）神奈川県情報サ ビス産業協（社）千葉県商工会議所連合会、（社）神奈川県情報サービス産業協

（社）千葉県情報サービス産業協会、（社）埼玉県情報サービス産業協会、

（財）マルチメディア振興センター、（財）インターネット協会

（財）地方自治情報センター、（財）関西情報・産業活性化センター、

（財）全 地域情報化推進協会 （財）九州 デ 創造（財）全国地域情報化推進協会、（財）九州ヒューマンメディア創造センター、

（財）日本システム開発研究所、日本社会情報学会、

日本ソフトウエア産業協会、全国ソフトウェア協同組合連

ITpro CNET JAPAN/ZDNeｔ Japan、日経コンピュータ
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「ＡＳＰ・ＳａａＳの
普及促進に向けて」

ASP・SaaSイノベーション・シンポジウム ASIS2009ASP・SaaSイノベーション・シンポジウム ASIS2009

総務省 政策統括官
（情報通信担当）

戸塚 誠 氏

「ASP・SaaSの現況と
今後の動向」

特定非営利活動法人 ASP
・SaaSインダストリ・コン・SaaSインダストリ・コン
ソーシアム（ASPIC） 会
長

河合 輝欣

「ｸﾗｳﾄﾞｺﾝﾋﾟｭｰﾃｨﾝｸﾞの
インパクトインパクト

～ASP・SaaSが
どう変わるのか～」

慶應義塾大学 環境情報学
教授
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部長・教授

徳田 英幸 氏



ASP・SaaSイノベーションシンポジウム2008
（ASPアワード2007/2008表彰式も同時開催）
ASP・SaaSイノベーションシンポジウム2008

（ASPアワード2007/2008表彰式も同時開催）
5/19・プログラム 5/20・プログラム

（ASPアワ ド2007/2008表彰式も同時開催）（ASPアワ ド2007/2008表彰式も同時開催）

増田総務大臣講演

「ASP・SaaSの活用の促進に向けて」
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ＡＳＰ・ＳａａＳ データセンター促進協議会

国際アライアンス国際アライアンス
ＡＳＰ ＳａａＳ デ タセンタ 促進協議会

『米国におけるクラウドコンピューティングのセキュリティの実態と標準化について』
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ASPIC書籍・出版物ASPIC書籍・出版物

～米国Cloud Security Allianceのドキュメントを翻訳した
クラウドコンピューティングのセキュリティ指針

『ＣＳＡクラウド・セキュリティ・ガイダンス Ver.1.0 日本語版』

クラウド時代のセキュリティのベストプラクティスを作成している米国の団体

クラドセキュリティ・アライアンス(Cloud Seculity Allinace:略称CSA)がまとめた

クラウドコンピュ ティングのセキュリティ指針

『CSA クラウド・セキュリティ・ガイダンス Ver.1.0 日本語版』

「Security Guidance for Critical Areas of Focus in Cloud Computing Ver.1.0」

を日本のASPIC （特定非営利活動法人ASP・SaaSインダストリコンソーシアム）が

翻訳。

クラウドコンピューティングにおけるセキュリティの問題を整理し、クラウドの利用者・

事業者が考えるべきセキ リテ の指針について 定の方向を示した世界初の

セクション2 クラウドの統制 (ガバナンス)

事業者が考えるべきセキュリティの指針について、一定の方向を示した世界初の

ドキュメントである。

【目次構成】

目次 セクション2. クラウドの統制 (ガバナンス)
セクション2. クラウドの統制 (ガバナンス)

ドメイン2: ガバナンスとエンタープライズリスクマネジメント
ドメイン3: 法律
ドメイン4: 電子情報開示
ドメイン5: コンプライアンスと監査
ドメイン6: 情報ライフサイクル管理
ドメイン7: 移植性および相互運用性

目次

発刊に寄せて
序文
謝辞
はじめに
ガイダンスの概要

セクション1 クラウドアーキテク ドメイン7  移植性および相互運用性

セクション3. クラウドにおける運用
ドメイン8: 伝統的なセキュリティ、ビジネス継続性、ディザスタリカ
バリー
ドメイン9: データセンター運用
ドメイン10: インシデント対応、通知および復旧
ドメイン11: アプリケーションセキュリティ
ドメイン12: 暗号化と鍵管理

5,250円(税込) 
本体価格：5,000円
メディア: CD（PDF）版, 5,000円(税抜) 

CD（PDF）+冊子版, 15,000円(税抜) 

発売日：2010/03/26

執筆者 Cl d S it Alli 著／ASPIC 翻訳

セクション1. クラウドア キテク
チャー
ドメイン1: クラウドコンピューティングの
アーキテクチャフレームワーク

ドメイン12: 暗号化と鍵管理
ドメイン13: アイデンティティとアクセス管理
ドメイン14: ストレージ
ドメイン15: 仮想化

付録 問い合わせ先

執筆者：Cloud Security Alliance 著／ASPIC 翻訳

発行：株式会社インプレスR&D

発売：株式会社インプレスコミュニケーションズ
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ＡＳＰ・SaaS白書 ２００９／２０１０

今回の白書は、対象読者として、前回の事業者側から
ユーザー企業側に少し視点を移し、分かり易く解説しております。

ＡＳＰ SaaS白書 ２００９／２０１０

【目次構成】

ユ ザ 企業側に少し視点を移し、分かり易く解説しております。
ASP・SaaS市場規模、利用者・事業の動向に加え、
クラウドコンピューティングについても説明しています。

第Ⅰ部 日本の産業経済再興の鍵を握るASP・SaaS

第Ⅱ部 ASP・SaaS利用者の現状と動向

第Ⅲ部 ASP・SaaS事業者の現状と動向

【目次構成】

第Ⅲ部 ASP・SaaS事業者の現状と動向

第Ⅳ部 ASP・SaaSを取り巻く技術動向

第Ⅴ部 ASP・SaaSに関連したガイドライン、指針、制度の動向

第Ⅵ部 クラウドコンピューティングと海外の動向

第Ⅶ部 今後の展開とASPICの取り組み

発行日：2009年8月28日発行日：2009年8月28日

定 価：2,625円（税込）

※全国書店販売
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ASPICは、ＡＳＰ・ＳａａＳ市場の展開を積極的に推進しています。
皆様のご活躍の場として、ＡＳＰＩＣをご利用ください。
まだ会員でない方は是非ご入会をお願い致しますまだ会員でない方は是非ご入会をお願い致します。
ＡＳＰＩＣは皆様のお役に立てるよう、一層努力してまいります。

事務局 （ ）ASPIC事務局： TEL ０３（６６６２）６５９１

メール office@aspicjapan.org
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